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は じ め に 

 

 平成１２年度から始まった小中学校の「総合的な学習の時間」に

おいて、川を題材とした学習に取り組む小中学校に対し、岐阜県河

川課及び砂防課では、平成１４年度から支援を行ってきました。 

また、県では、「清流」の恵みに感謝し、「清流」に育まれた、自

然・歴史・伝統・文化・技をふるさとの宝物として、活かし、伝え

るため、平成２５年度に「清流の国ぎふ」の基本理念となる「清流

の国ぎふ憲章」を発表しました。 

この様な背景の下、次の世代を担う子ども達に川への関心や防災

意識を高めてもらうため、川の中に入り、川とふれ合いながら学習

する場を提供するなど、川を題材とした「総合的な学習の時間」へ

の支援に積極的に取り組んできました。 

この冊子は、平成２８年度に各土木事務所でお手伝いをさせてい

ただいた活動事例を紹介させていただくものであり、子ども達の環

境学習、防災教育を進められる方々に参考としていただければ幸い

です。 

 

 

平成２９年３月 

岐阜県県土整備部 次長兼河川課長 三戸 雅文 

   砂防課長    名張 誠 
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平成28年度　総合学習支援活動　一覧表

事務所 No. 月日 支援校名 学年 人数 テーマ
治
水

環
境

砂
防

安
全

前年
継続

1 6月17日 瑞穂市立牛牧小学校 4 118
パックテストを用い、近隣の河川の水
質について学ぶ

○ ○ ○

2
6月27日
6月28日

瑞穂市立本田小学校 4 75
糸貫川の生き物と瑞穂市内を流れる川
の水質を調べ、糸貫川の現状を知ろう

○ ○ ○ ○

3 6月29日 岐阜市立早田小学校 3 57
早田川に棲む生き物や早田川の水質を
調べよう

○ ○ ○

4 7月8日 北方町立北方西小学校 4 37
生き物と水質の調査を行い、糸貫川の
環境について学ぶ

○ ○ ○

5 7月13日 岐阜市立岩野田北小学校 4 91
鳥羽川の水質とそこに棲む生物につい
て学ぶ

○ ○

6 9月7日 北方町立北方小学校 4 77
生き物と水質の調査を行い、糸貫川の
環境について学ぶ

○ ○ ○

7 10月4日 岐阜市立長森南中学校 1 127
身近な川に生息する生物を知り、川へ
の興味関心を高めよう

○ ○ ○

8 10月7日 北方町立北方南小学校 4 70
生き物と水質の調査を行い、糸貫川の
環境について学ぶ

○ ○ ○

9 5月18日 垂井町立東小学校 4 67
水生生物を指標にした水質調査
（カワゲラウォッチング）

○ ○ ○ ○

10 5月26日 大垣市立北小学校 4 120
学校周辺を流れる川や水路の水質を調
査すると共に、生物等の環境状況を観
察する

○ ○ ○

11 6月4日 大垣市立北小学校 4 120
児童の自宅から調べたい水（ジュース
等）を持ち寄り、水質調査を行う

○ ○ ○

12 6月17日 海津市立大江小学校 4 19
学校周辺の河川の水質を調査すると共
に、学校で飼育しているホタルの住み
やすい環境について学習しよう

○ ○

13 7月30日 大垣市（小中学生） - 176
水門川の川底学習会
「歩いて観よう水門川クリーン作戦」

○ ○ ○

14 9月8日 神戸町立南平野小学校 3 23
ハリヨの生態について、学校周辺の水
質調査を通じて理解を深める

○ ○

15 10月12日 海津市立下多度小学校 3 14 津屋川の環境や特徴を学ぶ ○ ○ ○

16 10月14日 養老町立上多度小学校 4 14 「土砂災害」及び「砂防」について ○ ○

17 4月25日 池田町立池田小学校 5 54 土砂災害の危険性について ○ ○

18 9月16日 県立揖斐特別支援学校 - 26 管瀬川の観察と生き物調査 ○ ○ ○

19 5月20日 美濃市立中有知小学校 4 41
カワゲラウォッチング、パックテスト
を通して長良川の環境について学ぶ

○ ○

20 6月15日 美濃市立牧谷小学校 5 21
カワゲラウォッチング、パックテスト
を通して板取川の環境について学ぶ

○ ○ ○

21 7月1日 関市立博愛小学校 5 34
カワゲラウォッチング、パックテスト
を通して武儀川の環境について学ぶ

○ ○ ○

22 7月12日 関市立安桜小学校 5 75
カワゲラウォッチング、パックテスト
を通して関川の環境について学ぶ

○ ○ ○

23 7月13日 関市立富野小学校 5 17
カワゲラウォッチング、パックテスト
を通して小野川の環境について学ぶ

○ ○ ○

24 9月9日 関市立洞戸小学校 4 10
カワゲラウォッチング、パックテスト
を通して板取川の環境について学ぶ

○ ○ ○

25 9月28日 関市立武儀東小学校 4 14
パックテストを通して津保川の環境に
ついて学ぶ

○ ○ ○

26 12月14日 関市立金竜小学校 4 105
霞堤の模型を使用した実演により、霞
堤の効果を学ぶ

○ ○

分類

岐阜

大垣

美濃

揖斐



事務所 No. 月日 支援校名 学年 人数 テーマ
治
水

環
境

砂
防

安
全

前年
継続

分類

27 5月27日 郡上市立吉田小学校 5 13
カワゲラウォッチングを通して粥川の
環境について学ぶ

○ ○

28 6月7日 郡上市立大中小学校 4 25
カワゲラウォッチングを行い長良川の
水質を調べる

○ ○ ○

29 6月15日 郡上市立大和南小学校 4 22
川のしくみについて学ぶとともに、ふ
るさとの川の水質の良さを知り、川を
守っていこうという心情を持つ

○ ○ ○ ○ ○

30 6月23日
郡上市立高鷲小学校
海津市立東江小学校

4 32
八百僧谷（長良川合流点）の水生生物
調査

○ ○

31 9月20日 郡上市立明宝小学校 4 8
砂防えん堤の役割と
土砂災害に対する備えについて

○ ○

32 1月25日 郡上市立和良小学校 5 9
砂防えん堤の役割と
土砂災害に対する備えについて

○ ○

33 2月1日 郡上市立吉田小学校 5 14
砂防えん堤の役割と
土砂災害に対する備えについて

○

34 6月3日 七宗町立神渕小学校 4 13
川にすむ生物や水質などを調べて、今
の神淵川の姿を知ってもらう

○ ○ ○ ○

35
6月14日
6月29日

八百津町立和知小学校 4 34
川にすむ生物や水質などを調べて、今
の石川の姿を知ってもらう

○ ○

36 6月16日 可児市立広見小学校 5 145
2010年7月15日に起きた可児川の災害
について

○ ○ ○

37 7月4日 川辺町立川辺西小学校 5 37
川にすむ生物や水質などを調べて、今
の雄鳥川の姿を知ってもらう

○ ○ ○

38 7月6日 可児市立広見小学校 5 145 防災学習とハザードマップの説明 ○ ○ ○ ○

39 7月8日 岐阜県立東濃高等学校 - 5 土砂災害から学ぶ、災害にそなえる ○ ○ ○

40 7月23日 白川町（小学生） - 9
川にすむ生物や水質などを調べて、今
の白川・新田谷の姿を知ってもらう

○ ○

41 2月15日 美濃加茂市立山手小学校 5 91
洪水や土砂災害について学び、災害に
強くなる

○ ○ ○

42 5月13日 多治見市立滝呂小学校 5 109 川の現状や川とのふれあい方を学ぶ ○ ○ ○ ○

43 5月24日 多治見市立共栄小学校 3 65 川の現状や川とのふれあい方を学ぶ ○ ○ ○ ○

44 5月26日 多治見市立共栄小学校 4 68 川の現状や川とのふれあい方を学ぶ ○ ○ ○ ○

45 5月31日 土岐市立濃南小学校 4 6 川の現状や川とのふれあい方を学ぶ ○ ○ ○ ○

46 6月1日 多治見市立池田小学校 4 66 川の現状や川とのふれあい方を学ぶ ○ ○ ○ ○

47 6月3日 多治見市立根本小学校 4 101 川の現状や川とのふれあい方を学ぶ ○ ○ ○ ○

48 6月10日 多治見市立精華小学校 5 124 川の現状や川とのふれあい方を学ぶ ○ ○ ○ ○

49 6月15日 瑞浪市立釜戸小学校 5 28 川の現状や川とのふれあい方を学ぶ ○ ○ ○ ○

50 6月17日 瑞浪市立土岐小学校 5 62 川の現状や川とのふれあい方を学ぶ ○ ○ ○

51 6月17日 多治見市立南姫小学校 4 42 川の現状や川とのふれあい方を学ぶ ○ ○ ○ ○

52 6月22日 多治見市立共栄小学校 3 65 川の現状や川とのふれあい方を学ぶ ○ ○ ○ ○

53 6月22日 瑞浪市立瑞浪小学校 4 132 川の現状や川とのふれあい方を学ぶ ○ ○ ○

54 7月1日 多治見市立共栄小学校 4 68 川の現状や川とのふれあい方を学ぶ ○ ○ ○ ○

55 7月1日 多治見市立市之倉小学校 4 45 川の現状や川とのふれあい方を学ぶ ○ ○ ○ ○

多治見

可茂

郡上



事務所 No. 月日 支援校名 学年 人数 テーマ
治
水

環
境

砂
防

安
全

前年
継続

分類

56 7月12日 多治見市立昭和小学校 3 55 川の現状や川とのふれあい方を学ぶ ○ ○ ○ ○

57 9月2日 瑞浪市立瑞浪小学校 4 132 川の現状や川とのふれあい方を学ぶ ○ ○ ○

58 9月30日 多治見市立精華小学校 5 124 川の現状や川とのふれあい方を学ぶ ○ ○ ○ ○

59 10月12日 多治見市立南姫小学校 4 42 川の現状や川とのふれあい方を学ぶ ○ ○ ○ ○

60 10月14日 多治見市立池田小学校 4 66 川の現状や川とのふれあい方を学ぶ ○ ○ ○ ○

61 10月19日 多治見市立南姫中学校 1 39 川の現状や川とのふれあい方を学ぶ ○ ○ ○

4月15日 4 40

6月29日 4 40

63
6月20日
6月30日

恵那市立大井小学校 4 43
カワゲラウォッチングにより横町川の
水質について学ぶ

○ ○ ○ ○

64
7月6日
7月7日

恵那市立大井第二小学校 4 84
カワゲラウォッチングにより濁川の水
質について学ぶ

○ ○ ○

65 11月11日 恵那市立中野方小学校 4 14 中野方ダム、中野方浄水場について ○

66 6月3日 下呂市立馬瀬小学校 3,4 15
身近な河川に棲む生き物を採取・調査
し、水質状況を知ることにより水質の
保全・浄化の重要性を学ぶ

○ ○ ○

67 6月14日 下呂市立宮田小学校 4 16
住みよいくらしをつくる
－水はどこから

○ ○

68 6月17日 下呂市立尾崎小学校 4 19
身近な河川に棲む生き物を採取・調査
し、水質状況を知ることにより水質の
保全・浄化の重要性を学ぶ

○ ○

69 7月1日 下呂市立上原小学校 1,2,3 20
身近な河川に棲む生き物を採取・調査
し、水質状況を知ることにより水質の
保全・浄化の重要性を学ぶ

○ ○ ○

70 9月2日 下呂市立竹原小学校 5 34
身近な河川に棲む生き物を採取・調査
し、水質状況を知ることにより水質の
保全・浄化の重要性を学ぶ

○ ○

71 6月15日 高山市立北小学校 4 117
カワゲラウォッチング、川の安全利用
講習

○ ○ ○ ○ ○

72 6月20日 高山市立宮小学校 5 17
カワゲラウォッチング、川の安全利用
講習

○ ○ ○ ○ ○

73 7月7日 高山市立南小学校 4 56
カワゲラウォッチング、川の安全利用
講習

○ ○ ○ ○ ○

74 7月22日 高山市立松倉中学校 1,2,3 12
カワゲラウォッチング、川の安全利用
講習

○ ○ ○ ○ ○

75 7月28日 高山市役所（小学生） - 60
カワゲラウォッチング、川の安全利用
講習

○ ○ ○ ○ ○

76 6月30日 飛騨市立古川小学校 4 84
カワゲラウォッチングを通し、河川環
境の保全について理解を深める

○ ○ ○

77 7月1日 飛騨市立古川西小学校 4 45
カワゲラウォッチングを通し、河川環
境の保全について理解を深める

○ ○ ○

78 7月6日 飛騨市立神岡小学校 4 42
カワゲラウォッチングを通し、河川環
境の保全について理解を深める

○ ○ ○

79 7月12日 飛騨市立宮川小学校 4 8
カワゲラウォッチングを通し、河川環
境の保全について理解を深める

○ ○

80 11月11日 飛騨市立古川西小学校 5 50
伝統的防災施設（霞堤・輪中堤）につ
いて学び、地域防災について理解を深
める

○ ○ ○

県庁 81 7月27日 岐阜県河川課(小学生） - 45 水環境イベント清流長良川を学ぼう！ ○ ○ ○ ○

計 4,504 41 69 15 70 62

多治見

恵那

古川

高山

下呂

62 恵那市立岩邑小学校 ダム及び現在の河川環境を学ぶ ○○○○



様式①                            （岐阜土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 瑞穂市立牛牧小学校 担当教員名 広瀬先生 対象学年・人数 ４年生 １１８名 

実 施 日 ６月１７日（金） 実施場所 牛牧小学校 

テ ー マ 
パックテストを用い、近隣の河川の水質

について学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①：パックテストの実施 学習内容②：テスト結果の取りまとめ 

 ＣＯＤパックテストの方法について説明し、採水箇所ごと

に検査を行った。 

 

 ＣＯＤパックテストの結果を取りまとめ、各班の結果を

比較した。 

 

  

学習内容③：河川の水質について考える 学習内容④：河川の危険を知ろう 

 採水箇所により河川の水質が異なることや、ジュースを加

えた場合に水質が変化することについて考える。 

 

 最後に川を安全に楽しむためのカードとチラシを使い、

川の危険について学ぶことができた。 

 

  

【学習結果と考察】 

・ 犀川、五六川の上流と下流の水質を CODパックテストに

より調べた結果、上流に比べ下流の水質が悪いことが分

かった。 

・ きれいな水に少量のジュースを加えるだけで、魚が棲め

なくなるほど水質が悪くなることが分かり、川の水をき

れいに保つことの大切さを学んだ。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ パックテストを行い身近な河川の水質を調べること

で、川の環境について興味を持ってもらえた。 

・ 河川にゴミ等を捨てると、水質が悪化することを理解

してもらうことができた。 

 

備  考 岐阜県自然工法管理士（２人参加） 

 

記入者 所属：河川第一係 氏名：坂井田 崇 電話番号（内線） 058-215-0978（2780） 
    



様式①                           （岐阜土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 瑞穂市立本田小学校 担当教員名 大羽先生・坂先生 対象学年・人数 ４年生 ７５名 

実 施 日 ６月２７日（月）、６月２８日（火） 実施場所 糸貫川（糸貫川運動公園付近）、本田小学校多目的室 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

糸貫川の生き物と瑞穂市内を流れる川

の水質を調べ、糸貫川の現状を知ろう。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①：川とのふれあい方を学ぼう 学習内容②：生き物の名前を調べよう 

 実際に川に入り、糸貫川に生息する水生生物を採取するこ

とにより、身近な河川の自然環境について学んだ。 

 

 自分たちで捕まえた生き物を学校へ持ち帰り、種類ごと

に分け、図鑑と見比べながら名前や特徴をクイズ形式で調

べた。 

  

学習内容③：身近に流れる川の水質を知ろう 学習内容④：土木事務所の仕事を知ろう 

 瑞穂市内を流れる、糸貫川・五六川・中川の水を採取し、

ＣＯＤを調べ、それぞれの川の水質の違いから、瑞穂市内の

河川の現状を学んだ。 

 岐阜土木事務所の仕事内容（主に河川砂防課の仕事）に

ついて紹介し、土木事務所の仕事について学んだ。 

 

  

【学習結果と考察】 

・ 身近な河川とふれあい、たくさんの生物が棲んでいるこ

とを学ぶことができた。 

・ ＣＯＤパックテストにより、糸貫川・五六川・中川とも

に上流より下流の方がわずかであるが水質が悪いこと

が分かった。また、ジュースを入れた水のパックテスト

の結果より、空き缶を川に捨てると大きく川を汚すこと

になることも学んだ。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 学校近隣の河川に実際に入り、生物調査を行うことに

より、川への関心が高まったと思う。 

・ 室内での生き物調べと水質調査をそれぞれ４０分程度

と予定して実施したが、予定より時間がかかってしま

ったため、もう少し工夫し効率的に実施する必要があ

った。 

備  考 ６月２８日（火）中日新聞（岐阜・近郊版）に総合学習の記事が掲載される。 

岐阜県自然工法管理士（６月２７日 ３人参加、２８日 ３人参加）  【巻末資料８５頁掲載】 

記入者 所属：河川第一係 氏名：松原 光 電話番号（内線） 058-215-0978（2781） 
      



様式①                           （岐阜土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 岐阜市立早田小学校 担当教員名 丹羽先生 対象学年・人数 ３年生 ５７名 

実 施 日 ６月２９日（水） 実施場所 早田川（早田西公園付近）、早田西公園 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

 早田川に棲む生き物や早田川の水質

を調べよう。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①：早田川の生き物を捕まえよう 学習内容②：早田川にいた生き物はなんだろう 

 早田川に生息する水生生物を採取し、学校の近くを流れる

川の自然環境について学んだ。 

 

 自分たちで採取した水生生物を観察し、名前や特徴を学

び、そこから早田川の水質について理解を深めた。 

 

  

学習内容③：早田川の水質を学ぼう 学習内容④： 

 早田川の水、公園の井戸の水、ジュースを混ぜた川の水に

ついて、COD ﾊﾟｯｸﾃｽﾄを用いた比較実験により、環境への影

響について学んだ。 

 

 

 

  

【学習結果と考察】 

・学校の近くの川に棲む生き物について学ぶことができた。 

・３種類の水の水質を調べることにより、早田川の水質がど

の程度なのかを学ぶことができた。また、空き缶、ペットボ

トル等のポイ捨ては川を大きく汚してしまうことを学ぶこ

とができた。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・学校の近くの身近な川に入り、生物調査を実施すること

で、川への関心が高まったと思う。 

・水質検査は、ほとんどの班でねらいどおりの結果となり、

児童も理解しやすかったのではないかと思う。 

備  考 ７月８日（金）中日新聞（岐阜・近郊版）に総合学習の記事が掲載される。 

岐阜県自然工法管理士（３人参加）              【巻末資料８６頁掲載】 

記入者 所属：河川第一係 氏名：松原 光 電話番号（内線） 058-215-0978（2781） 
      



様式①                           （岐阜土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 北方町立北方西小学校 担当教員名 臼井先生 対象学年・人数 ４年生 ３７名 

実 施 日 ７月８日（金） 実施場所 糸貫川（清流平和公園付近） 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

生き物と水質の調査を行い、糸貫川の環

境について学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 北方町教育委員会 

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：糸貫川に棲む生物を知る 

 糸貫川に実際に入って、水生生物の採取を行うことで、川

底の様子など糸貫川の現況を学ぶことができた。 

 

 採取した水生生物を、班毎に図鑑を利用し名前を調べ、

発表した。 

  

学習内容③：糸貫川の水質を知る① 学習内容④：糸貫川の水質を知る② 

 糸貫川の水、清流平和公園の井戸水、川の水にジュースを

混ぜた水について、ＣＯＤパックテストを用いた比較試験を

行った。 

ＣＯＤパックテストの結果を班ごとにまとめ、結果を比

較した。最後に、川の安全啓発のチラシを用い、川の危険

について学ぶことができた。 

  

【学習結果と考察】 

・ 身近な川に棲む生物を知ることができた。 

・ 糸貫川の水と他２種類の水のＣＯＤを比較することに

より、糸貫川の水質を学ぶことができた。 

・ 糸貫川の水質を知ることで、川を大切にすることの重要

さを学ぶことができた。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 清流平和公園ができたおかげで、糸貫川が親しみやす

い身近な川になってきている。 

・ 授業後のアンケートからも、川で遊びたい、魚を捕り

たいなど感想が多く寄せられた。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（３人参加） 

 

記入者 所属：河川第一係 氏名：松原 光 電話番号（内線） 058-215-0978（2781） 
      



様式①                            （岐阜土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 岐阜市立岩野田北小学校 担当教員名 小木曽先生 対象学年・人数 ４年生 ９１名 

実 施 日 ７月１３日（水） 実施場所 岩野田北小学校 

テ ー マ 
鳥羽川の水質とそこに棲む生物につい

て学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①：パックテストの実施 学習内容②：テスト結果の取りまとめ 

 ＣＯＤパックテストの方法について説明し、鳥羽川の上

流、中流、下流の水質の検査を行った。 

 

 ＣＯＤパックテストの結果を取りまとめ、各班の結果を

比較した。 

 

  

学習内容③：鳥羽川に棲んでいる生物を知ろう 学習内容④：河川の危険を知ろう 

 モニターを使い、鳥羽川に棲んでいる生物について学ぶこ

とができた。 

 

 最後に川を安全に楽しむためのカードとチラシを使い、

川の危険について学ぶことができた。 

 

  

【学習結果と考察】 

・ 鳥羽川の上流、中流、下流の水質を CODパックテストに

より調べた結果、どの箇所もきれいな水で、上流へ行く

ほどよりきれいであることが分かった。 

・ 鳥羽川には、たくさんの生物が棲んでいることが分かっ

た。 

・ 上流の水に少量のジュースを加えるだけで、魚が棲めな

くなるほど水質が悪くなることが分かり、川の水をきれ

いに保つことの大切さを学んだ。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ パックテストを行い身近な河川の水質を調べること

で、川の環境について興味を持ってもらえた。 

・ 河川にゴミ等を捨てると、水質が悪化することを理解

してもらうことができた。 

・ 鳥羽川の生物については、実際の生きているものを見

ることができれば、より理解できるのではないかと感

じた。 

 

備  考 岐阜県自然工法管理士（２人参加） 

 

記入者 所属：河川第一係 氏名：福田 真也 電話番号（内線） 058-215-0978（2779） 
    



様式①                           （岐阜土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 北方町立北方小学校 担当教員名 小林先生・勝野先生 対象学年・人数 ４年生 ７７名 

実 施 日 ９月７日(水) 実施場所 糸貫川（清流平和公園付近） 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

生き物と水質の調査を行い、糸貫川の

環境について学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 北方町教育委員会 

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：糸貫川の生態を学ぶ 

 糸貫川に実際に入って、水生生物の採取を行うことで、川

底の様子など糸貫川の現況を学ぶことができた。 

 

 採取したたくさんの水生生物を見ながら、名前、特徴に

ついて知ることができた。 

  

学習内容③：糸貫川の水質を知る① 学習内容④：糸貫川の水質を知る② 

 糸貫川の水、清流平和公園の井戸水、川の水にジュースを

混ぜた水について、ＣＯＤパックテストを用いた比較試験を

行った。 

 ＣＯＤパックテストの結果を班ごとにまとめ、結果を比

較した。最後に、川の安全啓発のチラシを用い、川の危険

について学ぶことができた。 

  

【学習結果と考察】 

・ 身近な川に棲む生物を知ることができた。 

・ 糸貫川の水と他２種類の水のＣＯＤを比較することに

より、糸貫川の水質を学ぶことができた。 

・ 糸貫川の水質を知ることで、川を大切にすることの重要

さを学ぶことができた。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 清流平和公園ができたおかげで、糸貫川が親しみやす

い身近な川になってきている。 

・ 今年は暑い時期の開催であったので、川で採取する時

間を長くしたり、日差しが当たらない橋の下を採取区

域に加えるなどの工夫を行った。 

備  考 ９月８日（木）中日新聞（岐阜・近郊版）に総合学習の記事が掲載される。 

岐阜県自然工法管理士（３人参加）            【巻末資料８７頁掲載】 

記入者 所属：河川第一係 氏名：松原 光 電話番号（内線） 058-215-0978（2781） 
      



様式①                           （岐阜土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 岐阜市立長森南中学校 担当教員名 大島先生 対象学年・人数 1年生 １２７名 

実 施 日 １０月４日(火) 実施場所   境川     

テ ー マ 

身近な川に生息する生物を知り、 

川への興味関心を高めよう。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 NPO法人 e-plus生涯学習研究所 

学習内容①： 川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：境川の生態を学ぶ 

境川に生息する水生生物を採取し、身近な河川の自然環境に

ついて学んだ。 

採取した水生生物を種類ごとにわけ、境川に生息する生物

やその特徴について学んだ。 

  

学習内容③：川の危険性について 学習内容④： 

まとまった雨が降ると川は恐ろしい場所にもなるというこ

とや、川遊びをする際の注意点を学んだ。 

 

  

【学習結果と考察】 

・ 身近な川に生息する生物の様子や種類を知ることによ

って、川への興味関心を高めることができた。 

 

・ 川は危険な場所にもなるということを理解し、川遊びの

際に注意しなければならないことを学ぶことができた。 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 川に入る機会や、水生生物を採取する機会が少ない生

徒が多かったため、積極的に生物を採取し、楽しそう

に参加していた。 

 

・ 学校側で事前に、川に入る際の注意や境川の水生生物

の生態等を学習していただいたおかげで、スムーズに

進めることができた。 

備  考 河川環境楽園 自然発見館の岩井さん、美濃加茂自然史研究会の安藤さんも協力いただきました。 

岐阜県自然工法管理士（４人参加） 

記入者 所属：河川第二係 氏名：大橋徹也 電話番号（内線） 058-215-0978（2778） 
    



様式①                           （岐阜土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 北方町立北方南小学校 担当教員名 伊藤先生・林先生 対象学年・人数 ４年生 ７０名 

実 施 日 １０月７日（金） 実施場所 糸貫川（清流平和公園付近） 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

生き物と水質の調査を行い、糸貫川の

環境について学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 北方町教育委員会 

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：糸貫川に棲む生物を知る 

 糸貫川に実際に入って、水生生物の採取を行うことで、川

底の様子など糸貫川の現状を学ぶことができた。 

 

 採取したたくさんの水生生物を見ながら、名前、特徴に

ついて知ることができた。 

  

学習内容③：糸貫川の水質を知る① 学習内容④：糸貫川の水質を知る② 

糸貫川の水、清流平和公園の井戸水、川の水にジュースを

混ぜた水について、ＣＯＤパックテストを用いた比較試験を

行った。 

 ＣＯＤパックテストの結果を班ごとにまとめ、結果を比

較した。最後に、川の安全啓発のチラシを用い、川の危険

について学ぶことができた。 

  

【学習結果と考察】 

・ 身近な川に棲む生物を知ることができた。 

・ 糸貫川の水と２種類の水のＣＯＤを比較することによ

り、糸貫川の水質を学ぶことができた。 

・ 糸貫川の水質を知ることで、川を大切にすることの重要

さを学ぶことができた。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 清流平和公園ができたおかげで、糸貫川が親しみやす

い身近な川になってきている。 

・ 今年は１０月の開催であったので、暑さを心配するこ

とはなかったが、川の中は冷たかったので、来年度は

もう少し早い時期に行えるよう提案したい。 

備  考 １０月８日（土）中日新聞（岐阜・近郊版）に総合学習の記事が掲載される。 

ＣＣＮ（ケーブルテレビ）に当日の学習の様子が放送される。   【巻末資料８８頁掲載】 

岐阜県自然工法管理士（２人参加） 

記入者 所属：河川第一係 氏名：松原 光 電話番号（内線） 058-215-0978（2781） 
      



様式①                           （大垣土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 垂井町立東小学校 担当教員名 矢野先生 対象学年・人数 ４年生 ６７名 

実 施 日 ５月１８日（水） 実施場所 相川（不和中学校南） 

テ ー マ 

水生生物を指標にした水質調査 

（カワゲラウォッチング） 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 
TSUCHIYA(株)環境事業本部 

一般財団法人土屋環境教育振興財団 

学習内容①：川の生き物の生息場所学習 学習内容②：生き物の分類 

川に入って生き物を捕まえてみることで、川の生き物が 

どんなところにいるか、知ることができた。 

 

捕獲した生き物を、種類ごとに分類。生き物の見分け方や、 

種類の違いを学習することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容③：水のきれいさの調査 学習内容④：川の危険性について 

生息している種類と数によって、相川の水がきれいか 

どうか、調査を実施した。相川はきれいな水との判定。 

 

川で遊ぶ際の危険の避け方、また安全に配慮した 

楽しみ方、岐阜県が提供する川の防災情報の見方に 

ついて、説明を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習結果と考察】 

・ 垂井東小学校では、4 年生を対象に毎年環境学習を行っ

ており、継続的な調査を行っている。 

・ 今年も、相川はきれいな水という結果になった。 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 実際に川に入ることで、川の危険（滑りやすいこと等）

を肌で感じることができた。 

・ 生き物を捕まえて観察することで、川の生態系を実感

することができた。 

 

備  考 岐阜県自然工法管理士（２人参加） 

記入者 所属：河川係 氏名：吉田 孝敏 電話番号（内線） 0584-73-1111（372） 
      



様式①                           （大垣土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 大垣市立北小学校 担当教員名 服部先生 対象学年・人数 ４年生 １２０名 

実 施 日 ５月２６日（木） 実施場所 水門川（及び学校周辺水路） 

テ ー マ 

「学校周辺の水質調査」 

学校周辺を流れる川や水路の水質を調査する

と共に、生物等の環境状況を観察する。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①： 学校周辺の水路の水質を知る。 学習内容②：水質と生物等の状況を観察する。 

 水門川他、学校周辺を流れる用水路の水を汲み上げ、 

パックテストを用いて pＨ及び CODを測定した。 

 ｐＨ８.７ ＣＯＤ：８mg/L（学校周辺用水路） 

 水路に流れる水の臭いや浮かんでいるもの、沈んで 

いるもの、生物等、観察した。 

観察した水路には生物はいなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容③：生態系の豊かな場所を探す。 学習内容④：川の危険性について 

学校から 500ｍ程離れた水路に、常時湧き出ていると思わ 

れる湧水箇所を見つけた。pH７、COD２mg/Lで、水質もよい。 

カワニナ、おたまじゃくし、ヤゴ等を発見した。 

 川の水質と生態系との関係を説明すると共に、夏本番 

を前に川の安全利用について、説明と注意喚起を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【学習結果と考察】 

・ 学校周辺の水路は、pH が高く（アルカリ性）、COD 値

も高かった。運動場に使うライン用の石灰で pH が上昇

し、落ち葉から有機物が染み出ていると考えられる。 

・ 湧水が流れ続けている水路は、水量が少なくても水質が

よく、生物も多く観察できた。 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 河川環境の良否を水質、見た目ともにわかりやすい 

変化を見てもらうことができた。 

・ 安全啓発では事故事例等を真剣な眼差しで聞いて 

頂き、水難事故にあわないよう、注意して頂ける 

と期待できた。 

 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属：河川係 氏名：吉田 孝敏 電話番号（内線） 0584-73-1111（372） 
   



様式①                           （大垣土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 大垣市立北小学校 担当教員名 服部先生 対象学年・人数 ４年生 １２０名 

実 施 日 ６月４日（土） 実施場所 大垣北小学校体育館 

テ ー マ 

家庭排水の水質調査 

 児童の自宅から調べたい水（ジュース

等）を持ち寄り、水質調査を行う。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①： 学校周辺の水質報告 学習内容②：家庭排水の水質調査 

 ５/２６に８グループに分かれて調査した学校周辺の 

水質について、各班の代表者が発表し、水質環境の面的な 

考察を行った。 

家から持ち寄ったジュースやソース、味噌汁等を 1000 倍

に希釈し、CODを測定した。 

それぞれ 3000～500000mg/Lという高い COD値となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容③：家庭排水が環境に及ぼす負荷について 学習内容④：川の危険性について 

 家庭排水が河川環境に及ぼす影響について、先行った現地 

調査の見識も踏まえて説明を行った。家庭排水をみだりに 

川へ流さないよう、意識するようになってくれた。 

 川の危険性や事故事例、岐阜県が提供する防災情報に 

ついて、説明を行った。また、この日は保護者参観も兼ね

ていたため、ご家族の方にも合わせて説明した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習結果と考察】 

・ 家庭で何気なく捨てている飲料水等が、河川を汚す可能

性があることを理解して頂けた。また、家庭排水は 

下水処理場にて浄化されていることも、付け加えさせて

頂いた。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 河川環境をよりよいものにするため、一人一人ができ

る注意、取組みを示すことができた。今後も環境問題

に興味を持って頂けると期待したい。 

 

 

 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属：河川係 氏名：吉田 孝敏 電話番号（内線） 0584-73-1111（372） 
      



様式①                           （大垣土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 海津市立大江小学校 担当教員名 山元先生 対象学年・人数 ４年生 １９名 

実 施 日 ６月１７日(金) 実施場所 
大江川（水郷パークセンター） 

学校理科室 

テ ー マ 

大江川の水質調査 

学校周辺の河川の水質を調査すると共に、
学校で飼育しているホタルの住みやすい
環境について学習しよう。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①： 大江川の水質調査 学習内容②：家庭排水の水質調査 

 大江川に直結する水郷パークセンターにて河川の水質 

調査を行った。20～35mg/Lという高い COD値が測定された。 

家庭から持ち寄った飲み物（清涼飲料水）等の COD値を 

測定した。それぞれ 10000～30000mg/L という高い値とな

り、児童は驚いていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容③：ホタルの住める環境（ビオトープ） 学習内容④：川の安全啓発について 

 大江川にはホタルがいないが、学校のビオトープには 

生息している理由について、考察した。 

夏休み前に川で遊ぶ際の注意点と、岐阜県が提供する 

川の防災情報の見方について、説明を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習結果と考察】 

・ 大江川周辺は低平地で、高い COD が測定された。 

・ 学校のビオトープにはホタルが生息しており、良好な 

生態環境を人工的に作り出すことに成功している。 

 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 大江小学校周辺の水は低平地、農耕期ということも 

あり、高い COD 値を示す水が多かった。これが時に

は河川の汚染の一因になることを理解して頂き、有意

義な学習になったと考えている。 

・ 今回の学習を通じ、水のきれいさ、汚れの原因を学び、

ホタルの生息するビオトープのすばらしさを理解でき

たと考える。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属： 河川係 氏名：吉田 孝敏 電話番号（内線） 0584-73-1111（372） 
  



様式①                           （大垣土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 大垣市内の小中学校 担当教員名 大垣土木 対象学年・人数 小学生他 １７６名 

実 施 日 ７月３０日（土） 実施場所 水門川（貴船広場周辺） 

テ ー マ 
水門川の川底学習会 

「歩いて観よう水門川クリーン作戦」 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 水門川クリーン作戦実行委員会 

学習内容①： 水門川の生態を学ぶ 学習内容②：水門川の環境を学ぶ 

水門川に実際に入って、水生生物の採取を行うことで、 

どんな場所に生物が生息しているか学ぶことができた。 

 

水門川でとれた生き物、ゴミの種類や量を確認すること

で、現在の水門川の環境を確認することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容③：水門川の水生生物を学ぶ 学習内容④：川の安全啓発について 

水生生物の捕獲方法や各種生物の居場所を知り、どのような 

生物がどのくらい生息しているのかを学ぶことができた。 

 

 夏休み中ということもあり、川に潜む危険や、 

岐阜県が提供する川の防災情報の見方について、説明を 

行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習結果と考察】 

・ 水門川はアユ、カマツカ、オイカワ、ヨシノボリ、ナマ

ズ、スズキ、ボラ、モズクガニ、スジエビ等の在来種が

多く見られたことから、多種多様な生物が生息し、良好

な河川環境であると考えられる。 

・ しかし、オオクチバスやアメリカザリガニ、ミドリガメ

等の外来種も見られた。 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 子供たちはアユやオイカワだけでなく、海にいるボラ

やスズキもいたことに驚いていた。街中の川でありな

がら、きれいな環境であることがわかった。 

・ また、空き缶やペットボトルのゴミが多いことにも 

驚いていた。 

 

備  考 岐阜県自然工法管理士（２０人参加） 

記入者 所属： 河川係 氏名：吉田 孝敏 電話番号（内線） 0584-73-1111（372） 
      



様式①                           （大垣土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 神戸町立南平野小学校 担当教員名 水野先生 対象学年・人数 ３年生 ２３名 

実 施 日 ９月８日（木） 実施場所 
菅野川他（神戸町和泉付近） 

学校理科室 

テ ー マ 

「ハリヨの住める環境とは」 

南平野小学校で飼育するハリヨの生態に 
ついて、学校周辺の水質調査を通じて 
理解を深める。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①： 学校周辺の水質調査 学習内容②：生活排水の水質調査 

 雨天で現地には行けなかったが、事前に用意した菅野川の

水、水路の水、ハリヨ池の水について見た目、臭い、温度、

水質（COD）の違いを調査した。 

 水の汚れの一因となっている生活排水（清涼飲料水等） 

について、水質調査した。非常に高い COD値が測定された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習内容③：ハリヨの住める環境とは 学習内容④：川の安全啓発について 

 ハリヨ池が住める環境と住めない環境、有機物量が多い 

ことで引き起こされる汚染のメカニズムについて、説明を 

行った。 

 川で遊ぶ際の注意点や、岐阜県が提供する川の防災情報

の見方について、説明を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習結果と考察】 

・ 菅野川の見た目は汚そうだが、COD 値が低く魚の住み

やすい環境であることがわかった。 

・ 南平野小学校のハリヨ池は非常にきれいな水であるこ

とがわかった。 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 小学 3 年生にわかりやすいよう、COD の意味、有機

物が多いことで起きる汚染のメカニズムを、ポスター

や模型を使って説明した。 

・ 非常によく理解して頂き、後日招かれた継続授業では

さらに発展した調査とまとめを行っていた。 

 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属： 河川係 氏名：吉田 孝敏 電話番号（内線） 0584-73-1111（372） 
      



様式①                           （大垣土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 海津市立下多度小学校 担当教員名 加藤先生 対象学年・人数 ３年生 １４名 

実 施 日 １０月１２日（水） 実施場所  津屋川 

テ ー マ 
「川の環境について学ぼう」 

津屋川の環境や特徴を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 海津市役所 建設課 

学習内容①： 津屋川の特徴を学ぶ 学習内容②：パックテストについて 

津屋川の特徴を知るために堤防を散策し、他の河川との 

違いや養老山地との関わりを学ぶことができた。 

パックテストについて説明を行い、河川ごとに検査を行っ

た。 

  

学習内容③：テスト結果の比較 学習内容④： 

テスト結果について、取りまとめを行い、川の水質について 

比較を行った。 

 

 

 

 

  

【学習結果と考察】 

・ 水質調査としてパックテストを学習した。家庭からの流

されている物がどれだけ川への影響があるのかを比較

して学習することができた。 

・ 津屋川のハリヨ池などの湧水地と川ではどれくらい水

質に違いがあるのか学習できた。 

・ 河川の水質をきれいに保つことの大切さについて学習

できた。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ パックテストという簡易な検査で、身近にある河川の

水質を調べることで、川について興味をもってもらえ

た。 

・ ハリヨ等の水質の綺麗な所に棲む魚への影響について

も学習することができた。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 大垣土木事務所 氏名：山田 真嘉 電話番号（内線） 0584-73-1111（373） 
      



様式①                           （ 大垣土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 養老町立上多度小学校 担当教員名 小野先生 対象学年・人数 ４年生 １４名 

実 施 日 １０月１４日（金） 実施場所  小倉谷（砂防えん堤、護岸） 

テ ー マ 

 

「土砂災害」及び「砂防」について 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①：土砂災害と砂防について 学習内容②：地元の特徴を学ぶ 

土砂災害には、「土石流」「がけ崩れ」「地すべり」があるこ

と。また、その発生原因や規模を知ることで、土砂災害から

身を守る方法を学んだ。 

当地域は、養老山系の扇状地に位置し、小倉谷が家や道路

などより高い所を流れていること。また近年、西濃地域で

土砂災害が実際に起きていることを学んだ。 

 

 

学習内容③：砂防施設の役割について（模型実験） 学習内容④：砂防施設の役割について（現地見学） 

土石流に対する砂防えん堤やがけ崩れに対する擁壁の機能

について、模型を使うことで、分かり易く、楽しく、体験す

ることができた。 

現地見学により、砂防えん堤の大きさを実際に見て、砂防

えん堤の役割や土石流の恐ろしさを肌で感じることがで

きた。 

  

【学習結果と考察】 

・ 教室でのスライドで見た土石流の映像を、現地見学での

実際の砂防えん堤と比較して、その恐ろしさを学ぶこと

ができた。 

・ 模型実験では、砂防施設があると、家や橋などの被害が

少なくなることを理解することができた。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 土砂災害の恐ろしさや砂防施設の役割について、映像、

模型及び現地見学により体験することで、より分かり

易くなるよう、心がけた。 

・ 毎年、４年生を対象に学習を行うことにより、児童を

通じて家庭から地域住民までが「土砂災害」について

理解し、もしもの時に避難する方法などを考えてくれ

ることを期待している。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

 

記入者 所属： 砂防係 氏名：伊藤 隆 電話番号（内線） 0584-73-1111（375） 
      



様式①                           （揖斐土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 池田町立池田小学校 担当教員名 杉山先生 対象学年・人数 ５年生 ５４名 

実 施 日 ４月２５日（月） 実施場所 大津谷 

テ ー マ 

 

土砂災害の危険性について 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①： 土砂災害と砂防堰堤について 学習内容②：砂防堰堤の役割について 

平成 20 年 9 月に大津谷で発生した土石流を例に、規模や発

生のメカニズム、さらに渓流に整備した砂防堰堤が土砂を下

流に流出することを最小限にとどめた効果について学習し

た。 

渓流内に砂防堰堤がある場合と無い場合で、土石流発生時

には下流域にどのような影響を与えるか、模型を用いて検

証し、砂防堰堤の役割について学習した。 

 

 

 

学習内容③：模型を使った実験 学習内容④： 

児童自らが模型を使って実証実験を行い、砂防堰堤の役割を

再認識した。 

 

 

 

 

  

【学習結果と考察】 

・ 大津谷では近年、大規模な土石流被害が発生しているこ

と、また、砂防堰堤が整備されていたことで土石を捕捉

し、下流域への被害を最小限に抑えることができたこと

を学習した。 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 普段見慣れた池田山山麓は、美しい自然環境が残って

いる一方で、いざ大雨が降ると甚大な土砂災害を引き

起こす面も持ち合わせていることを認識してもらえた

と思う。 

・ 模型による土砂災害の実証実験は、児童の参加意欲や

関心高める効果があると思われる。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：安藤 達也 電話番号（内線） 0585-23-1111（342） 
      



様式①                           （揖斐土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 県立揖斐特別支援学校 担当教員名 河合先生 対象学年・人数 中学部 ２６名 

実 施 日 ９月１６日（金） 実施場所 管瀬川 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

管瀬川の観察と生き物調査 

分 類 治水・環境・砂防・防災 

連携機関 揖斐川町役場谷汲振興事務所 

学習内容①：管瀬川の水質を知る 学習内容②：管瀬川とのふれあい方を学ぶ 

川で採取した水のＰＨ、ＣＯＤを実際に測定することによ

り、簡易なパックテストの測定方法を学んだ。その結果から、

管瀬川の水質状況を把握した。 

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなって

いるのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験すること

により、川の大切さを学んだ。 

 

 

学習内容③：管瀬川の生態を学ぶ 学習内容④：身の周りの危険について  

講師から捕獲した生物の説明を受けた。 

地元の河川にどんな生物が生息しているか学んだ。 

 

県のＨＰより、身近の河川の水位や土砂災害の危険区域を

簡単に確認できることを学んだ。 

 

 

 

【学習結果と考察】 

・水質検査の結果、管瀬川はより多くの生物が生息できるき

れいな河川であることを学んだ。 

・実際に管瀬川に入り、足元を取られる体験や流水の強さを

体験することで、水辺に潜む危険性を学んだ。 

・捕獲した生物：カワムツ、アブラハヤ、タカハヤ、 

 モツゴ、タモロコ、シマドジョウ、ナマズ、  

 カワヨシノボリ、スジエビ、アメリカザリガニ、サワガニ、

コオニヤンマ、ギンヤンマ、コヤマトンボ、ハグロトンボ、 

 スナヤツメ（16種類） 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・実際に水辺で遊ぶ機会が少なくなっている今日だが、総

合的な学習を通じて、水辺に潜む危険性を学べる貴重な

経験を提供できた。 

・講師を招き、解説いただくことで、より詳しく、印象強

い総合的な学習を実施できた。 

・「ぎふ川と道のアラームメール」と「ぎふ山と川の危険個

所マップ」を紹介し、身の回りに起こりうる自然災害を

認識するとともに、気象情報や防災情報の入手方法を周

知することができた。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：大野哲也、鹿野智博 電話番号（内線） 0585-23-1111（463） 
     



様式①                           （美濃土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 美濃市立中有知小学校 担当教員名 纐纈先生 対象学年・人数 ４年生 ４１名 

実 施 日 ５月２０日（金） 実施場所  長良川（山崎大橋下流） 

テ ー マ 
カワゲラウォッチング、パックテストを

通して長良川の環境について学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①： 長良川の様子、水生生物の生息の様子 学習内容②：指標生物による長良川の水質判定 

小学校の近くを流れる長良川に実際に入って河川水の水温

や流速、歩きにくさを体感し、どのような場所に水生生物が

生息しているかを学んだ。 

自分たちで捕獲した水生生物を種類ごとに分類、判定用の下

敷などを参考に指標生物を探し、長良川の水質を判定した。 

  

学習内容③：パックテストによる長良川の水質判定 学習内容④：水難事故に合わないために 

直接採取した河川水をパックテストにより水質検査した。河川水

との比較として、ジュースを水道水で希釈したものでもパックテ

ストを実施した。 

水難事故に合わないために心掛けたいことについて説明し

た。 

 

  

【学習結果と考察】 

・捕獲した生物：ヒラタカゲロウ、タニガワカゲロウ、マダラカゲロ

ウ、フタオカゲロウ、オニヤンマ、コカゲロウ、カワゲラ、ヘビト

ンボ、ヒゲナガカワゲラ、ヒラタドロムシ、 

・指標生物による水質判定：きれい～少しきたない 

・パックテストによる水質判定：水道水「きれい」、河川水「きれ

い」、ジュースを薄めた水道水

「大変きたない」 

以上のことより、長良川の水質はきれい～少しきたないと考え

られる。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ カワゲラ等の虫が川のきれいさの指標になることを知

り、驚いた様子だった。 

・ 長良川の水をパックテストで実験した結果、水質がき

れいだったため、とても喜んでいた。 

・ 近年長良川を対象とした学習支援を行っていなかった

ため、結果が気になっていたが、カワゲラが計 27 匹

と、ここ数年の管内での支援実施のなかでは突出した

数の多さだったため、清流長良川の良い模範となる指

標ではないかと思われる。 

備  考 ５月２４日（火）岐阜新聞（中濃地域版）、中日新聞（中濃版）に記事が掲載されました。 

７月１日（金）広報みのに記事が掲載されました。【巻末資料８９頁掲載】 

岐阜県自然工法管理士（４人参加） 

記入者 所属：  河川係 氏名：井藤 宏紀 電話番号（内線） 0575-33-4011（323） 
      



様式①                           （美濃土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名  美濃市立牧谷小学校 担当教員名 亀井先生 対象学年・人数 ５年生 ２１名 

実 施 日 ６月１５日（水） 実施場所  板取川（蕨生大橋上流） 

テ ー マ 
カワゲラウォッチング、パックテストを

通して板取川の環境について学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①： 板取川の様子、水生生物の生息の様子 学習内容②：指標生物による板取川の水質判定 

小学校の近くを流れる板取川に実際に入って河川水の水温

や流速、歩きにくさを体感し、どのような場所に水生生物が

生息しているかを学んだ。 

自分たちで捕獲した水生生物を種類ごとに分類、判定用の下

敷などを参考に指標生物を探し、板取川の水質を判定した。 

 

 

学習内容③：パックテストによる板取川の水質判定 学習内容④：水難事故に合わないために 

直接採取した河川水をパックテストにより水質検査した。河川水

との比較として、ジュースを水道水で希釈したものでもパックテ

ストを実施した。 

水難事故に合わないために心掛けたいことについて説明し

た。 

 

 

 

【学習結果と考察】 

・捕獲した生物：カワゲラ、ヒラタカゲロウ、オオヤマカゲロウ、 

タニガワカゲロウ、マダラカゲロウ、ヒゲナガカワトビケラ、 

ヒラタドロムシ、ヘビトンボ 

・指標生物による水質判定：きれい～すこしきたない 

・水道水で 1,000 倍に希釈したジュースや水生生物調査の結果

から板取川の水質が良好であることを学んだ。 

以上のことより、板取川の水質はきれい～少しきたないと考えら

れる。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 川で遊ぶことは多いが虫を捕まえることは初めての子

が多かったため、川には多くの虫が生息していること

や、川に棲む生物の種類から水質がわかることに非常

に驚いていた。 

・ 生物調査の実施箇所が径２０ｃｍ程の石が点在してい

る河床であったため、石の上は非常に滑りやすく、子

ども達は注意深く歩くことで、川との接し方を学ぶこ

とができた。 

備  考 ケーブルテレビ(ＣＣＮ)が取材しました。 

子ども達から感想の手紙をいただきました。【巻末資料９０頁掲載】 

岐阜県自然工法管理士（４人参加） 

記入者 所属：  河川係 氏名：水野 雅樹 電話番号（内線） 0575-33-4011（323） 
      

様式①【関市立冨野小】（美濃土木）H27.doc


様式①                           （美濃土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名  関市立博愛小学校 担当教員名 小川先生 対象学年・人数 ５年生 ３４名 

実 施 日 ７月１日（金） 実施場所 武儀川(武儀川スポーツ公園上流) 

テ ー マ 
カワゲラウォッチング、パックテストを

通して武儀川の環境について学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①： 武儀川の様子、水生生物の生息の様子 学習内容②：指標生物による武儀川の水質判定 

小学校の近くを流れる武儀川に実際に入って、河川水の透明

度や水温、流速、河床材料、歩きにくさ等を体感し、カワゲ

ラなどの水生生物を採捕した。 

捕獲した水生生物を生物種ごとに分類し、指標生物をもと

に、武儀川の水質を判定した。 

  

学習内容③：パックテストによる武儀川の水質判定 学習内容④：水難事故に合わないために 

水道水と武儀川の河川水をパックテスト(COD)により水質検査し

た。ジュースを水道水で希釈した水でもパックテストを実施し、水

道水や武儀川の水と比較した。 

水難事故に合わないために心掛けたいことについて説明し

た。 

 

  

【学習結果と考察】 

・捕獲した生物は、カワゲラ、ヒラタカゲロウ、ヒゲナガカワトビケ 

ラ、ヒラタドロムシなどであった。 

・指標生物による水質は、きれい、あるいは少しきたないという 

判定となった。 

・パックテストでは、武儀川の水は、水道水と同じくらいきれいで 

あり、水質は良好であることが分かった。 

・水道水で 1,000倍に希釈したジュースの COD値は 8以上であ 

ったことから、水道水や武儀川の水とは全く異なる水質であっ

たことが分かった。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・・全員が実際に川に入り、川を体感することができた。 

・ ・予想していたよりも多くの水生生物が生息していて 

・  驚いたという感想があった。 

・ ・ジュースを希釈した水は、魚等の生物は棲めなくなる 

・  ことを知り、川の環境を保つために今後気を付けよう 

・  という感想が多くあった。 

・ ・パックテストによる水質判定は、色や数値にあらわれ 

・  ることから、理解しやすかったと思われる。 

・ ・分かりやすく伝えるために、できるだけ専門用語は使 

・  わず、平易な言葉を用いることを心がけた。 

・ ・川に興味を持ってもらえると嬉しく思う。 

備  考 岐阜新聞に記事が掲載されました。児童から手紙をいただきました。【巻末資料９１頁掲載】 

岐阜県自然工法管理士（４人参加） 

記入者 所属：  河川係 氏名：上野 公彦 電話番号（内線） 0575-33-4011（323） 
      



様式①                           （美濃土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名  関市立安桜小学校 担当教員名 上野先生 対象学年・人数 ５年生 ７５名 

実 施 日 ７月１２日（火） 実施場所  関川（春日橋下流左岸） 

テ ー マ 
カワゲラウォッチング、パックテストを

通して関川の環境について学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 関市役所 土木課 

学習内容①： 関川の様子、水生生物の生息の様子 学習内容②：指標生物による関川の水質判定 

小学校の近くを流れる関川に実際に入って河川水の水温や

流速、歩きにくさを体感し、どのような場所に水生生物が生

息しているかを学んだ。 

自分たちで捕獲した水生生物を種類ごとに分類、判定用の下

敷などを参考に指標生物を探し、関川の水質を判定した。 

 

 

学習内容③：パックテストによる関川の水質判定 学習内容④：水難事故に合わないために 

直接採取した河川水をパックテストにより水質検査した。河川水

との比較として、ジュースなどを水道水で希釈したものでもパッ

クテストを実施した。 

水難事故に合わないために心掛けたいことについて説明し

た。 

 

 

 

【学習結果と考察】 

・捕獲した生物：ヒラタカゲロウ、ヘビトンボ、ヒラタドロムシ、 

ヒル等 

・指標生物による水質判定：きれい～きたない 

・パックテストによる水質判定：水道水「きれい」、河川水「少しき

たない」、ジュースを薄めた水道

水「大変きたない」 

以上のことより、関川の水質はきれい～少しきたないと考えら

れる。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 普段入らない川に入り、河床の状態を知ることで、川

底がどれくらい危ないか学ぶことができていた。 

・ 捕獲した生物の中にヒルがいたことにがっかりした様

子だった。 

・ 関川の水質を保つか改善していくようにゴミのポイ捨

てをしないなどの感想があり、川の水質を意識するき

っかけとなったと思われる。 

備  考  

岐阜県自然工法管理士（４人参加） 

 

記入者 所属：  河川係 氏名：井藤 宏紀 電話番号（内線） 0575-33-4011（323） 
      



様式①                           （美濃土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名  関市立富野小学校 担当教員名 江坂先生 対象学年・人数 ５年生 １７名 

実 施 日 ７月１３日（水） 実施場所  小野川（小学校グラウンド前） 

テ ー マ 
カワゲラウォッチング、パックテストを

通して小野川の環境について学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①： 小野川の様子、水生生物の生息の様子 学習内容②：指標生物による小野川の水質判定 

小学校の近くを流れる小野川に実際に入って河川水の水温

や流速、歩きにくさを体感し、どのような場所に水生生物が

生息しているかを学んだ。 

自分たちで捕獲した水生生物を種類ごとに分類、判定用の下

敷などを参考に指標生物を探し、小野川の水質を判定した。 

  

学習内容③：パックテストによる小野川の水質判定 学習内容④：水難事故に合わないために 

直接採取した河川水をパックテストにより水質検査した。河川水

との比較として、ジュースなどを水道水で希釈したものでもパッ

クテストを実施した。 

水難事故に合わないために心掛けたいことについて説明し

た。 

 

  

【学習結果と考察】 

・捕獲した生物：ヒラタカゲロウ、タニガワカゲロウ、マダラカゲロ

ウ、コカゲロウ、シマトビゲラ、ヘビトンボ、カワニナ、ヒラタドロム

シ、ニンギョウトビゲラ等 

・指標生物による水質判定：きれい～少しきたない 

・パックテストによる水質判定：水道水「きれい」、河川水「きれ

い」、ジュースを薄めた水道水

「大変きたない」 

以上のことより、長良川の水質はきれい～少しきたないと考えら

れる。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 川に実際に入ることで、浅い箇所と深い箇所があるこ

とを体験し、川の危険性を学ぶことができていた。 

・ きれいな川に棲む「ヘビトンボ」を見つけることがで

き、とても喜んでいた。 

・ ジュースを薄めた水道水の水質結果から、川へのポイ

捨てが生物に影響を及ぼすことを理解し、日常生活で

の河川の環境改善への意識が高まったと思われる。 

・ カワニナを多く捕獲できていたため、小野川の特徴で

ある蛍の棲む川の印象を生物調査より見受けられた。 

備  考  

岐阜県自然工法管理士（４人参加） 

 

記入者 所属：  河川係 氏名：井藤 宏紀 電話番号（内線） 0575-33-4011（323） 
      



様式①                           （美濃土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名  関市立洞戸小学校 担当教員名 中村先生 対象学年・人数 ４年生 １０名 

実 施 日 ９月９日（金） 実施場所  板取川（洞戸橋下左岸河原） 

テ ー マ 
カワゲラウォッチング、パックテストを

通して板取川の環境について学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①： 板取川の様子、水生生物の生息の様子 学習内容②：指標生物による板取川の水質判定 

小学校の近くを流れる板取川に実際に入って、河川水の水温

や流速、歩きにくさ等を体感し、どのような場所に水生生物

が生息しているかを学んだ。 

自分たちで捕獲した水生生物を種類ごとに分類し、指標生物

をもとに、板取川の水質を判定した。 

  

学習内容③：パックテストによる板取川の水質判定 学習内容④：水難事故に合わないために 

採取した河川水でパックテストを行った。河川水との比較として、

ジュースを水道水で希釈した水でもパックテストを行った。 

水難事故に合わないために心掛けたいことについて説明し

た。 

 

  

【学習結果と考察】 

・捕獲した生物は、カワゲラ、ヒラタカゲロウ、タニガワカゲロウ、

ヒゲナガカワトビケラなどであった。 

・指標生物による水質は、きれいという判定となった。 

・河川水の COD値は１程度であり、COD値が 0であった水道 

 水と同程度の水質であり、水質は良好であることが分かった。 

・水道水で 1,000倍に希釈したジュースの COD値は 8以上で 

 あったことから、水道水や板取川の水とは全く異なる水質で 

あったことが分かった。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・・全員が実際に川に入り、川を体感することができた。 

・ ・ジュースを希釈した水は、魚等の生物は棲めなくなる 

・  ことを知り、良好な板取川の環境を保つために今後気 

・  を付けようという感想が多くあった。 

・ ・パックテストによる水質判定は、色や数値にあらわれ 

・  ることから、理解しやすかったと思われる。 

・ ・分かりやすく伝えるために、できるだけ専門用語は使 

・  わず、平易な言葉を用いることを心がけた。 

・ ・川に興味を持ってもらえると嬉しく思う。 

 

備  考 子ども達から感想の手紙をいただきました。【巻末資料９２頁掲載】 

岐阜県自然工法管理士（４人参加） 

記入者 所属：  河川係 氏名：上野 公彦 電話番号（内線） 0575-33-4011（323） 
      



様式①                           （美濃土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名  関市立武儀東小学校 担当教員名 本田先生 対象学年・人数 ４年生 １４名 

実 施 日 ９月２８日（水） 実施場所  武儀東小学校理科室 

テ ー マ 
パックテストを通して津保川の環境に

ついて学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①：パックテストによる水質判定 学習内容②：パックテストの結果の比較 

水道水と津保川の水でパックテストを実施した。これらとの比較

として、児童が家庭から持参した生活排水等でもパックテストを

実施した。 

水道水、津保川の水、児童が家庭から持参した水のＣＯＤ

値を比較することで、それぞれの水質が異なることを学ん

だ。 

  

学習内容③：ジュースを希釈した水の水質判定 学習内容④：水難事故に合わないために 

ジュースを水道水で希釈した水でもパックテストを実施し、ＣＯＤ 

値を確認した。 

 

水難事故に合わないために心掛けたいことについて説明

した。 

  

【学習結果と考察】 

・津保川の水の COD値は１で、COD値が 0であった水道水 

 と同程度の水質であり、津保川の水質は良好であることが 

分かった。 

・児童が持参した水の COD値は、2以上であり、人間が使っ 

 た後の水や人間が作った水の水質は、水道水や津保川の水 

 質と全く異なることを学んだ。 

・水道水で 1,000倍に希釈したジュースの COD値は 8以上で 

 あったことから、水道水や津保川の水とは全く異なる水質で 

あったことが分かった。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ ・生活排水等の生活に密着した水でパックテストをするこ

とで、環境保全を身近に感じることができたと思う。 

・ ・パックテストによる水質判定は、色や数値にあらわれ 

・  ることから、理解しやすかったと思われる。 

・ ・ジュースを希釈した水は、魚等の生物は棲めなくなる 

・  ことを知り、川の環境を保つために今後気を付けよう 

・  という感想が多くあった。 

・ ・分かりやすく伝えるために、できるだけ専門用語は使 

・  わず、平易な言葉を用いることを心がけた。 

・ ・川に興味を持ってもらえると嬉しく思う。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（３人参加） 

 

記入者 所属：  河川係 氏名：上野 公彦 電話番号（内線） 0575-33-4011（323） 
      



様式①                           （美濃土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名  関市立金竜小学校 担当教員名 大塚先生 対象学年・人数 ４年生 １０５名 

実 施 日 １２月１４日（水） 実施場所 金竜小学校内 

テ ー マ 
霞堤の模型を使用した実演により、霞堤

の効果を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①： 説明により霞堤について学ぶ 学習内容②：実演により霞堤の効果を学ぶ 

パワーポイントで川のこと、霞堤のこと、小学校周辺の地域

の特色について説明した。 

模型により霞堤の有無の比較実験をし、霞堤の効果を体験し

た。 

  

  

  

  

【学習結果と考察】 

・普段見慣れている川の基本的なことを学んだ。 

・増水している時の写真及び動画を見せることで、増水時の

川の怖さを学んだ。 

・霞堤の説明を聞くことで、霞堤の重要性を学んだ。 

・模型の実験では霞堤が無い場合は十数秒で越水したが、あ

る場合は霞堤の部分に水が流入し、３０秒近くまで越水し

なかった。 

 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・川の基本的なことを学ぶことで、川に関して親しみを持 

ってもらえた。 

・平常時と増水時の川の様子を比較することで、増水時の

川の怖さを学ぶことができた。 

・模型での実演にて、霞堤の有無での越水の違いに驚いた

様子だった。 

・霞堤の説明及び模型実験を通して、霞堤の重要性を感じ 

ていた。 

備  考  

岐阜県自然工法管理士（４人参加） 

 

記入者 所属：  河川係 氏名：井藤 宏紀 電話番号（内線） 0575-33-4011（323） 
      



様式①                           （郡上土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 郡上市立吉田小学校 担当教員名 山口先生 対象学年・人数 ５年生 １３名 

実 施 日 ５月２７日（金） 実施場所 粥川（ふくべの里 粥川バンガロー村 前） 

テ ー マ 

カワゲラウォッチングを通して粥川

の環境について学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ  学習内容②：水生生物の採取 

粥川に入る前に、川での安全な遊び方、川の歩き方、水生生

物の採取の仕方等について説明を行った。 

粥川に入って水生生物を採取することで、水生生物がどの

ような場所に棲んでいるかなどを学んだ。 

  

学習内容③：水生生物の調査 学習内容④： 各班の発表 

採取した水生生物を調べることにより、川の状況（川の綺麗

さの判断基準となる生物）がわかり、川に親しみを持つ事が

出来た。 

グループごと採取した水生生物を発表しどんな生物が棲

んでいるかを学ぶことが出来た。 

 

  

【学習結果と考察】 

・ 水生生物についてカゲロウやトビゲラ等を採取しまし

た。 

・ 綺麗な水に棲む生物が多く、綺麗な水質と判断された。 

・ 色々な生物がいることがわかった。 

・ 綺麗な川を守れるようにしていきたい。 

 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 川の中で水生生物を採取するときの生徒は生き生きし

ていました。 

・ 川の大切さが学べるよう努力していきたい。 

・ 川は楽しい所であるが、危険であることも理解しても

らえたと思う。 

備  考 子ども達から事前にお願いの手紙をいただきました。【巻末資料９３頁掲載】 

岐阜県自然工法管理士（３人参加） 

記入者 所属：河川係 氏名：辻 篤志 電話番号（内線） 0575-67-1111（344） 
      



様式①                           （郡上土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 郡上市立大中小学校 担当教員名 武藤先生 対象学年・人数 ４年生 ２５名 

実 施 日 ６月７日（火） 実施場所   長良川（ 大島橋下流 ） 

テ ー マ 

カワゲラウォッチングを行い長良川

の水質を調べる。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ  学習内容②：水生生物の採取 

教室で川での安全な遊び方、川の歩き方、水生生物の採取の

仕方等について説明を行った。 

長良川に入って水生生物を採取することで、水生生物がど

のような場所に棲んでいるかなどを学んだ。 

    

学習内容③：水生生物の調査 学習内容④： 各班の発表 

採取した水生生物を調べることにより、川の状況（川の綺麗

さの判断基準となる生物）がわかり、川に親しみを持つ事が

出来た。 

グループごと採取した水生生物を発表しどんな生物が棲

んでいるかを学ぶことが出来た。 

 

  

 

【学習結果と考察】 

・ 水生生物については、カゲロウやトビゲラを採取しまし

た。 

・ 綺麗な水に棲む生物が多く、綺麗な水質と判断された。 

 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 川の中で水生生物を採取するときの生徒は生き生きし

ていました。 

・ 川の大切さが学べるよう努力していきたい。 

・ 川は楽しい所であるが、危険であることも理解しても

らえたと思う。 

備  考 子ども達から感想の手紙をいただきました。【巻末資料９４頁掲載】 

岐阜県自然工法管理士（４人参加） 

記入者 所属：河川係 氏名：辻 篤志 電話番号（内線） 0575-67-1111（344） 
      



様式①                           （郡上土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 郡上市立大和南小学校 担当教員名 加藤先生 対象学年・人数 ４年生 ２２名 

実 施 日 ６月１５日（水） 実施場所 栗巣川（ 徳永橋上流 ） 

テ ー マ 

川のしくみについて学ぶとともに、ふ

るさとの川の水質の良さを知り、川を

守っていこうという心情を持つ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①：川について学ぶ 学習内容②：土石流と砂防えん堤について学ぶ  

洪水、災害、治水対策や避難について学んだ。また、川での

安全な遊び方について学んだ。 

土砂災害の前ぶれや、災害に遭わないための準備について

学習した。また、模型を用いてビーズの土石流を発生させ、

土石流のしくみや砂防えん堤の効果を楽しく学習した。 

  

学習内容③：COD パックテストによる水質調査 学習内容④：水生生物の調査 

川で採取した水の COD ﾊﾟｯｸﾃｽﾄを行った。また、各班で持ち

寄った風呂水、米のとぎ汁、コーラ、醤油、牛乳、ラーメン

のスープも同様にﾊﾟｯｸﾃｽﾄを行った。 

栗巣川で採取した水生生物を調べることにより、川の状況

（川の綺麗さの判断基準となる生物）がわかり、川に親し

みを持つ事が出来た。 

  

【学習結果と考察】 

・ 栗巣川の COD は、０～２ppm であった。 

・ 水生生物についてカゲロウやトビゲラが確認された。 

・ 綺麗な水に棲む生物が多く、綺麗な水質と判断された。 

・ 綺麗な川を守っていくにはどうしたらよいか考えた。 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 水質調査では、生活排水（風呂水や米のとぎ汁）と栗

巣川の水と比較し、川の水の綺麗さに驚いている生徒

がいました。 

・ 川の中で水生生物を採取するときの生徒は生き生きし

ていました。 

・ 砂防えん堤の実験には一際興味を示していた。 

・ 川は楽しい所であるが、危険であることも理解しても

らえたと思う。 

備  考 ６月１８日（土）中日新聞（中濃版）に記事が掲載されました。【巻末資料９５頁掲載】 

岐阜県自然工法管理士（５名参加）  

記入者 所属：河川係 氏名：辻 篤志 電話番号（内線） 0575-67-1111（344） 
      



様式①                           （郡上土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 
郡上市立高鷲小学校 

海津市立東江小学校 
担当教員名 

大宮先生 

大島先生 
対象学年・人数 

４年生１８名(高鷲) 

   １４名（東江） 

実 施 日 ６月２３日（木） 実施場所 八百僧谷（長良川合流点） 

テ ー マ 

八百僧谷（長良川合流点）の水生生物

調査 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 国土交通省木曽川下流河川工事事務所 

学習内容①： 両校対面式 学習内容②：水生生物の調査 

 高鷲小と東江小の対面式を行い、河川調査の注意事項を説

明した。当日はあいにくの小雨交じりの天気であった。 

 前日の雨の影響で、水位が高くなったため、水裏の水位

の低いエリアで水生生物の捕獲を行った。 

 

 

 

学習内容③：水生生物の確認 学習内容④：両校交流 

 捕獲した水生生物を確認し、上流部の水質のきれいさを確

認した。また、木曽川下流事務所の透視度計により透視度調

査が行われて、下流との違いを確かめた。 

 東江小学校から、事前に行った長良川下流の水質調査結

果を、高鷲小学校へ手渡した。 

 

 

 

【学習結果と考察】 

・ あいにくの小雨で自由に川に入って調査できなかった

のは、残念であったが、少しでも川に入れ、自然に触れ

合うことができて良かった。 

・ 長良川の上流と下流の小学校で同時に実施したため、上

下流の河川の違いについて、学習することができた。 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 昨年度より実施している、高鷲小と東江小合同の河川

学習を継続して行うことができた。 

・ 今年度は学校間の日程調整の都合もあり、交流の時間

がとれなかったのは残念であった。 

 

備  考 ６月２９日（水）岐阜新聞に総合学習の記事が掲載された。【巻末資料９６頁掲載】 

岐阜県自然工法管理士（３人参加） 

記入者 所属：砂防係 氏名：伊藤達也 電話番号（内線） 0575-67-1111（341） 
      



様式①                           （郡上土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 郡上市立明宝小学校 担当教員名 栗冠先生 対象学年・人数 ４年生 ８名 

実 施 日 ９月２０日（火） 実施場所 教  室 

テ ー マ 

砂防えん堤の役割と 

土砂災害に対する備えについて 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①：砂防えん堤の役割について学ぶ 学習内容②：土砂災害への対応について 

 土砂災害のビデオにより土砂災害の恐ろしさと砂防えん

堤の役割について学習した。 

 土砂災害の前ぶれや、災害にあわないための日ごろの準

備について学習した。 

  

学習内容③：模型による土石流のしくみを体験 学習内容④： 

 模型を用いて土石流の仕組みや砂防えん堤の効果を学習

した。また、班ごとにビーズ土石流を発生させ、えん堤の効

果を体感した。 

 

 

 

60 

 

 

【学習結果と考察】 

・ 土石流の映像を見ることでその怖さを知り、えん堤の必

要性を学習した。 

・ 模型実験を通じて、砂防えん堤の効果を理解することが

できた。 

・ 自分たちの生活が砂防えん堤によって守られているこ

とや土砂災害に対して日ごろからの備えが大切である

ことが理解できた。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 土石流の映像や模型実験により土石流について学習

し、砂防えん堤の必要性を理解することができた。 

・ 土砂災害に対して、日ごろから備えておくべきことを

理解できたと思う。 

 

備  考 子ども達から感想の手紙をいただきました。【巻末資料９７頁掲載】 

岐阜県自然工法管理士（２人参加） 

記入者 所属：砂防係 氏名：伊藤達也 電話番号（内線） 0575—67-1111（341） 
      



様式①                           （郡上土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 郡上市立和良小学校 担当教員名 長尾先生 対象学年・人数 ５年生 ９名 

実 施 日 １月２５日（水） 実施場所 教  室 

テ ー マ 

砂防えん堤の役割と 

土砂災害に対する備えについて 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①：砂防えん堤の役割について学ぶ 学習内容②：土砂災害への対応について 

 土砂災害のビデオにより土砂災害の恐ろしさと砂防えん

堤の役割について学習した。 

 土砂災害の前ぶれや、災害にあわないための日ごろの準

備について学習した。 

  

学習内容③：模型による土石流のしくみを体験 学習内容④： 

 模型を用いて土石流の仕組みや砂防えん堤の効果を学習

した。また、班ごとにビーズ土石流を発生させ、えん堤の効

果を体感した。 

 

 

 

  

【学習結果と考察】 

・ 土石流の映像を見ることでその怖さを知り、えん堤の必

要性を学習した。 

・ 模型実験を通じて、砂防えん堤の効果を理解することが

できた。 

・ 自分たちの生活が砂防えん堤によって守られているこ

とや土砂災害に対して日ごろからの備えが大切である

ことが理解できた。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 土石流の映像や模型実験により土石流について学習

し、砂防えん堤の必要性を理解することができた。 

・ 土砂災害に対して、日ごろから備えておくべきことを

理解できたと思う。 

 

備  考 子ども達から感想の手紙をいただきました。【巻末資料９８頁掲載】 

岐阜県自然工法管理士（４人参加） 

記入者 所属：砂防係 氏名：伊藤達也 電話番号（内線） 0575—67-1111（341） 
      



様式①                           （郡上土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 郡上市立吉田小学校 担当教員名 山口先生 対象学年・人数 ５年生 １４名 

実 施 日 ２月１日（水） 実施場所 教  室 

テ ー マ 

砂防えん堤の役割と 

土砂災害に対する備えについて 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①：砂防えん堤の役割について学ぶ 学習内容②：土砂災害への対応について砂防えん堤

の役割について学ぶ 

 土砂災害のビデオにより土砂災害の恐ろしさと砂防えん

堤の役割について学習した。 

 過去の災害の事例を紹介して、土石流の恐ろしさを学習

した。 

  

学習内容③：土砂災害への対応について 学習内容④：模型による土石流のしくみを体験 

 土砂災害の前ぶれや、災害にあわないための日ごろの準備

について学習した 

 模型を用いて土石流の仕組みや砂防えん堤の効果を学

習した。また、班ごとにビーズ土石流を発生させ、えん堤

の効果を体感した。 

  

【学習結果と考察】 

・ 土石流の映像を見ることでその怖さを知り、えん堤の必

要性を学習した。 

・ 模型実験を通じて、砂防えん堤の効果を理解することが

できた。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 土石流の映像や模型実験により土石流について学習

し、砂防えん堤の必要性を理解することができた。 

・ 土砂災害に対して、日ごろから備えておくべきことを

理解できたと思う。 

備  考 ２月２日（木）中日新聞（中濃版）、２月３日（金）岐阜新聞（中濃地域版）に総合学習の記事

が掲載されました。【巻末資料９９頁掲載】 

岐阜県自然工法管理士（４人参加） 

記入者 所属：砂防係 氏名：伊藤達也 電話番号（内線） 0575—67-1111（341） 
      



様式①                           （可茂土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 七宗町立神渕小学校 担当教員名 杉山先生 対象学年・人数 ４年生 １３名 

実 施 日 ６月３日（金） 実施場所 神淵川、古摩 

テ ー マ 

「川をきれいに」 

川にすむ生物や水質などを調べて、今

の神淵川の姿を知ってもらう。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 七宗町農林建設課 

学習内容①： 川について学ぶ 学習内容②：水質を調べる 

神淵川に棲んでいる生物や水質のこと、災害時にどう避難す

ればよいのかを学んだ。また、洪水時の映像を見ることで災

害の恐ろしさを学んだ。 

パックテストを行い、神淵川の水、水道水、しょうゆを薄

めた水の水質を比較した。 

 

  

学習内容③：急傾斜事業について学ぶ 学習内容④：カワゲラウォッチング 

小学校の裏で行われている急傾斜事業の説明を行い、土砂災

害について学んだ。 

 

神淵川に生息する生物を採取し、集計・分類を行い水質を

判定した。 

 

  

【学習結果と考察】 

・ トビケラ、カワニナやヒラタドロムシなどが多く生息し

ており、水質はややきれいな水（Ⅱ）となった。 

・ ＣＯＤ（低濃度）の値は、神淵川、水道水が０～２ppm、

しょうゆを薄めた水が８ppm となった。 

 

 

 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 図鑑等をつかって、捕まえた生物の名前を調べるなど、

積極性がみられた。 

・ 水質判定表を用いて、捕まえた生物から川の水質を判

断することができていた。 

・ 急傾斜工事は学校の裏で行われているため、興味を持

って聞いていた。 

・ 洪水時の映像を見ることで、災害時は状況が悪くなる

前の早めの避難が大切であることを理解してもらえた

と思う。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：宮崎 啓行 電話番号（内線） 0574-25-3111（325） 
      



様式①                           （可茂土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 八百津町立和知小学校 担当教員名 室谷先生 対象学年・人数 ４年生 ３４名 

実 施 日 ６月１４日（火）、６月２９日（水） 実施場所 石川 

テ ー マ 

「川をきれいに」 

川にすむ生物や水質などを調べて、今

の石川の姿を知ってもらう。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①： 川について学ぶ 学習内容②：水質を調べる 

石川に棲んでいる生物や水質のこと、災害時にどう避難すれ

ばよいのかを学んだ。また、洪水時の映像を見ることで災害

の恐ろしさを学んだ。 

パックテストを行い、石川の水、水道水、しょうゆを薄め

た水の水質を比較した。 

 

  

学習内容③：カワゲラウォッチング 学習内容④：カワゲラウォッチング 

石川に入って生物を採取し、どんなところにどんな生物がい

るのかを学んだ。また、２地点で採取を行うことにより、場

所による生物の違いも観察した。 

石川に生息する生物を採取し、集計・分類を行い水質を判

定した。 

 

 

 

【学習結果と考察】 

・ トビケラ、カワニナやヒラタドロムシなどが多く生息し

ており、水質はややきれいな水（Ⅱ）となった。 

・ ＣＯＤ（低濃度）の値は、石川の水が 0～4ppm、しょ

うゆを薄めた水が 8ppm となった。 

 

 

 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 図鑑等をつかって、捕まえた生物の名前を調べるなど、

積極性がみられた。 

・ 上流と下流の２地点で観察を行い、生物の違いを観察

できた。 

・ 水質判定表を用いて、捕まえた生物から川の水質を判

断することができていた。 

・ 洪水時の映像を見ることで、災害時は状況が悪くなる

前の早めの避難が大切であることを理解してもらえた

と思う。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：宮崎 啓行 電話番号（内線） 0574-25-3111（325） 
      



様式①                           （ 可茂土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 可児市立広見小学校 担当教員名 久保先生 対象学年・人数 ５年生 １４５名 

実 施 日 ６月１６日（木） 実施場所 広見小学校 

テ ー マ 

「２０１０年７月１５日に起きた可

児川の災害について」 

 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①： スライドによる説明 学習内容②：スライドによる説明 

平成２２年度に洪水被害を受けた地区の小学校において防

災学習を行い、当時の被害状況や今後の災害への備え等につ

いて説明した。 

被災当時や復旧工事の写真を見せることで災害の怖さを

認識してもらうと同時に災害から守るための方法を学ん

だ。 

 

 

学習内容③：児童による体験談の発表 学習内容④：ハザードマップと講義の感想 

災害を経験した児童や災害の状況を家族から聞いた児童に

当時の様子を発表してもらい、より身近な出来事として学ん

だ。 

今後の授業で取り組むハザードマップ作りについて、作成

方法やポイントを説明した。また、今回の講義について、

児童に感想を発表してもらった。 

 

 

【学習結果と考察】 

・ 災害当時や復旧工事の写真を用いて説明し、「災害はな

ぜ起きたのか」「災害から守るには」などの理解を深め

られた。 

・ 児童が自らの体験談、家族から聞いた話を語ることで、

自身の行動や意識を再確認してもらった。 

・ 講義での説明・自身の体験の振り返り・級友からの発表

という３つの要素により、効果的に災害や防災のことを

学習できた。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ メモを取る児童が多くみられ、災害に対して一定の理

解を図れたように思う。 

・ 体験談や感想の発表では、積極的な発言が多くみられ、

関心をもって講義を聞いてもらえたように思う。 

・ 今後、授業で行うハザードマップ作りによって地元の

危険箇所や避難所等の把握につなげたい。 

備  考 ６月１７日（金）毎日新聞に記事が掲載されました。 

 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：平野 湧也 電話番号（内線） 0574-25-3111（324） 
   



様式①                           （可茂土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 川辺町立川辺西小学校 担当教員名 服部先生 対象学年・人数 ５年生 ３７名 

実 施 日 ７月４日（月） 実施場所 雄鳥川 

テ ー マ 

「川をきれいに」 

川にすむ生物や水質などを調べて、今

の雄鳥川の姿を知ってもらう。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 川辺町産業環境課 

学習内容①： 川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：カワゲラウォッチング  

水生生物がどんな場所にいるのかや雄鳥川に棲んでいる生

物の説明を行った。また、身近な川の危険性について説明し、

水難事故の防止を促した。 

学校の近くの雄鳥川に入って生物を採取し、どんなところ

にどんな生物が棲んでいるのかを学んだ。 

 

  

学習内容③：カワゲラウォッチング  学習内容④：パックテスト・発表 

採取した生物の同定や分類、集計を行い、生物に対する理解

を深めた。 

パックテストを行い雄鳥川の水とコーヒーを薄めた水で

比較を行った。 

採取した生物から、雄鳥川の水質を判定し発表した。 

 

 

【学習結果と考察】 

・ トビケラやコオニヤンマ、ヒラタドロムシなどが多く生

息しており、水質はややきれいな水（Ⅱ）となった。 

・ ＣＯＤ（低濃度）の値は、雄鳥川の水が０～２ppm、コ

ーヒーを薄めた水が８ppm となった。 

 

 

 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 図鑑等をつかって、捕まえた生物の名前を調べるなど、

積極性がみられた。 

・ 水質判定表を用いて、捕まえた生物から川の水質を判

断することができていた。 

・ パックテストでは、川の水とコーヒーを薄めた水の違

いを観察することができた。 

備  考  

 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：宮崎 啓行 電話番号（内線） 0574-25-3111（325） 
      



様式①                           （ 可茂土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 可児市立広見小学校 担当教員名 久保先生 対象学年・人数 ５年生 １４５名 

実 施 日 ７月６日（水） 実施場所 広見小学校 

テ ー マ 

 

「防災学習とハザードマップの説明」 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 可児市役所 

学習内容①： ハザードマップの作成 学習内容②：ハザードマップの作成 

本日の活動内容の確認、ハザードマップ作業の全体説明を行

った。 

 

グループごとにハザードマップの作成作業に取り組んだ。

仲間同士で写真の位置や文字の色について話し合いが行

われていた。 

  

学習内容③：職員による作成指導 学習内容④：ハザードマップの作成 

線や文字の色使いや写真の外枠に色を付けて危険箇所を表

現するなど、ハザードマップを見やすくするためのアドバイ

スを行った。 

完成したハザードマップは「小学生のぼうさい探検隊 マ

ップコンクール」に応募した。 

  

【学習結果と考察】 

・ 児童が職員や先生に積極的にアドバイスを求める姿が

見られ、よりレベルの高いハザードマップを作成できた

と思う。 

・ 今回のハザードマップ作成を通じて、学校周辺の危険箇

所や避難所について把握できたと思う。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ ハザードマップ作成作業では、グループ内の仲間同士

で話し合いや意見を出し合う場面が多くみられ、防災

についての知識を深められたと思う。 

・ 実際に作成することで、ハザードマップや危険箇所を

より身近で具体的なものとして受け止めることができ

た。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：平野 湧也 電話番号（内線） 0574-25-3111（324） 
      



様式①                           （可茂土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 岐阜県立東濃高等学校 担当教員名 安藤先生 対象学年・人数     ５名 

実 施 日 ７月８日（金） 実施場所 岐阜県立東濃高等学校 

テ ー マ 

 

「土砂災害から学ぶ、災害にそなえる」 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①： 土砂災害について 学習内容②：Ｈ２３年度の災害について 

土石流・がけ崩れ・地すべりの違いやメカニズムについて説

明を行った。 

Ｈ２３年度の土砂災害の状況を当時の新聞や写真を使っ

て説明を行った。 

 

  

学習内容③：災害復旧・防止工事について  学習内容④：災害から生命財産を守るために 

災害後の復旧工事や、土砂災害を防ぐための砂防ダム・地す

べり対策・護岸工・のり面工などの説明を行った。 

ハザードマップや土砂災害警戒区域について学び、避難の

方法や危険な箇所を知ることができた。 

  

【学習結果と考察】 

・ 当時の写真や新聞記事を用いて説明し、「何が起きたの

か」「なぜ起きたのか」などの理解を深められた。 

・ 地元で起きた災害の傷跡と、その後の復旧の様子を学ん

だ。 

・ 河川のライブカメラやアラームメールなど、いち早く危

険を察知し、避難するための方法を学んだ。 

 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 土石流・がけ崩れ・地すべりの違いや災害復旧の方法

等、詳しい説明ができ、多くのことを知ってもらえた

と思われる。 

・ 過去の災害を知ることで、生徒たちの防災意識を高め

るきっかけとなった。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（２人参加） 

 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：宮崎 啓行 電話番号（内線） 0574-25-3111（325） 
      



様式①                           （可茂土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 － 担当教員名 － 対象学年・人数 児童 ９名 

実 施 日 ７月２３日(土) 実施場所 白川・新田谷 

テ ー マ 

「川をきれいに」 

川にすむ生物や水質などを調べて、今

の白川・新田谷の姿を知ってもらう。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 美濃白川どんぐり会 

学習内容①： カワゲラウォッチング 学習内容②：カワゲラウォッチング  

白川に入って生物を採取し、どんなところにどんな生物が棲

んでいるのかを学んだ。 

近年工事が行われた新田谷に入って生物を採取し、どんな

ところにどんな生物が棲んでいるのかを学んだ。 

 

 

 

 

学習内容③：カワゲラウォッチング  学習内容④：パックテスト 

採取した生物の同定や分類、集計を行い、生物に対する理解

を深めた。 

パックテストを行い、水質を判定した。 

 

 

 

【学習結果と考察】 

・ ヒラタカゲロウ、ヘビトンボ、カワゲラなどが生息して

おり、水質はきれいな水（Ⅰ）となった。 

・ ＣＯＤ（低濃度）の値は、０～２ppm であった。 

 

 

 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 図鑑等をつかって、捕まえた生物の名前を調べるなど、

積極性がみられた。 

・ 水質判定表を用いて、捕まえた生物から川の水質を判

断することができていた。 

・ 親子で参加しており、有意義な時間を過ごせたと思わ

れる。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：宮崎 啓行 電話番号（内線） 0574-25-3111（325） 
      



様式①                           （ 可茂土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 美濃加茂市立山手小学校 担当教員名 松岡先生 対象学年・人数 ５年生 ９１名 

実 施 日 ２月１５日（水） 実施場所 山手小学校 

テ ー マ 

「自然災害について」 

洪水や土砂災害について学び、災害に強

くなる。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①： 自然災害について学ぶ 学習内容②：洪水・豪雨災害について学ぶ 

プロジェクタを用いて、洪水や土砂災害の被災状況や発生メ

カニズムについて学習した。 

 

木曽川・加茂川の洪水について、当時の写真により洪水の

恐ろしさや、堤防や排水機場の役割を学習した。 

 

  

 

 

 

 

学習内容③： 土砂災害について学ぶ 学習内容④： 災害にそなえるために 

土砂災害の映像により土石流やがけ崩れの恐ろしさや、模型

実験のビデオより砂防えん堤の役割について学習した。 

アラームメールやハザードマップの紹介をして、災害のそ

なえ方や、避難時の注意事項について学習した。 

  

【学習結果と考察】 

・ 洪水被害について、当時の写真や新聞記事を用いて説明

し、「何が起きたのか」「なぜ起きたのか」などの理解を

深められた。 

・ 土砂災害や模型実験の映像により、土砂災害の危険性を

学習し、砂防えん堤の必要性について理解してもらうこ

とができた。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 児童が当時の写真や映像に興味を示して聴講してお

り、防災学習について関心の高さが伝わった。 

・ 山手小学校は比較的災害の危険が少ない土地に立地し

ている。そのため、今回の災害学習は児童に危機感を

持ってもらうのに効果的だった。 

備  考 ２月１７日（金）中日新聞（中濃版）に記事が掲載されました。【巻末資料１００貢掲載】 

岐阜県自然工法管理士（２人参加） 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：平野 湧也 電話番号（内線） 0574-25-3111（324） 
   



様式①                           （多治見土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 多治見市立滝呂小学校 担当教員名 熊崎先生 対象学年・人数 ５年生 １０９名 

実 施 日 ５月１３日（金） 実施場所 笠原川 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 多治見市土岐川観察館 

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ  学習内容②：川の水質を知る 

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなってい 

るのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川の

大切さを学んだ。 

川で採取した水の水質（ｐＨ、透視度、ＣＯＤ）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。 

  

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について 

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名称

や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどうや

って生息しているかを学んだ。 

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化等

川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。 

  

【学習結果】 

・  採取した水生生物 13 種類 

オイカワ、カワムツ、カワヨシノボリ、アブラハヤ、  

ドジョウ、モツゴ、ライギョ、コオニヤンマ、サワガニ、

アメリカザリガニ、ヒラタドロムシ、コヤマトンボ、  

ヒル、 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 子供たちに魚の捕まえ方をアドバイスでき、嬉々とし

て総合学習に取り組んでおり、川に対して興味や好奇

心をもってもらえたと思う。 

・ 流速が早いところや水深が深いところがあり、足がす

くわれて転倒しないように気を付けた。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属： 河川砂防係 氏名：大矢 諭志 電話番号（内線） 0572-23-1111（320） 
     



様式①                           （多治見土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 多治見市立共栄小学校 担当教員名 三宅先生 対象学年・人数 ３年生 ６５名 

実 施 日 ５月２４日（火） 実施場所 高田川 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 多治見市土岐川観察館 

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ  学習内容②：川の水質を知る 

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなってい 

るのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川の

大切さを学んだ。 

川で採取した水の水質（ｐＨ、透視度、ＣＯＤ）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。 

  

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について 

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名称

や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどうや

って生息しているかを学んだ。 

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化等

川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。 

  

【学習結果】 

・  pH   7.0      ・透視度 17cm 

・ ＣＯＤ  8 

・ 採取した水生生物 11 種類 

カワムツ、オイカワ、カワヨシノボリ、ミナミヌマエビ、

スジエビ、アメリカザリガニ、コオニヤンマ、コヤマト

ンボ、ハグロトンボ、ウシガエル、ヒメタイコウチ 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 流れが穏やかであるために、広い範囲で多くの生物の

採取ができた。 

・ 草木・石のあるところ、陰になっているところなど生

物の生息についても教えることができた。 

・ 外来生物・川の危険性について関心を持って聞いても

らえた。 

 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属： 河川砂防係 氏名：大矢 諭志 電話番号（内線） 0572-23-1111（320） 
     



様式①                           （多治見土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 多治見市立共栄小学校 担当教員名 上条先生 対象学年・人数 ４年生 ６８名 

実 施 日 ５月２６日（木） 実施場所 高田川 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 多治見市土岐川観察館 

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ  学習内容②：川の水質を知る 

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなってい 

るのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川の

大切さを学んだ。 

川で採取した水の水質（ｐＨ、透視度、ＣＯＤ）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。 

  

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について 

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名称

や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどうや

って生息しているかを学んだ。 

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化等

川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。 

  

【学習結果】 

・  pH   7.0      ・透視度 55cm 

・ ＣＯＤ  5 

・ 採取した水生生物 13 種類 

オイカワ、カワヨシノボリ、カワムツ、メダカ、ミナミ

ヌマエビ、サワガニ、スジエビ、アメリカザリガニ、  

コオニヤンマ、カワトンボ、コヤマトンボ、ヘビトンボ、

ヒル 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 一人一人に時間をかけて生物の捕まえ方等を教えるこ

とができた。 

昨年度に実施した総合学習で学んだことを周りに教え

るということがみられた。 

・ 川の危険性だけでなく、川をきれいに保つといったこ

となどを教えた。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属： 河川砂防係 氏名：大矢 諭志 電話番号（内線） 0572-23-1111（320） 
     



様式①                           （多治見土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 土岐市立濃南小学校 担当教員名 平賀先生 対象学年・人数 ４年生 ６名 

実 施 日 ５月３１日（火） 実施場所 肥田川（学校前） 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 多治見市土岐川観察館 

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ  学習内容②：川の水質を知る 

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなってい 

るのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川の

大切さを学んだ。 

川で採取した水の水質（ｐＨ、透視度、ＣＯＤ）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。 

  

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について 

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名称

や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどうや

って生息しているかを学んだ。 

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化等

川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。 

  

【学習結果】 

・  pH   6.5      ・透視度 100cm 以上 

・ ＣＯＤ  5 

・ 採取した水生生物 13 種類 

カワムツ、カワヨシノボリ、ホトケドジョウ、アブラハ

ヤ、カワニナ、サワガニ、コオニヤンマ、ゲンジボタル、 

フタスジモンカゲロウ、ヒゲナガカワトビゲラ、オニヤ

ンマ、ガガンボ、サナエトンボ 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 一人一人に時間をかけて生物の捕まえ方等を教えるこ

とができた。 

・ 河川にある構造物が私たちの命や財産を守る役割を果

たしているということを、写真を用いながら説明した。 

子供たちも真剣に話を聞いており、理解してくれたと

思う。 

・ 夢中で水生生物を捕まえており、楽しみながら学習す

ることができた。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属： 河川砂防係 氏名：大矢 諭志 電話番号（内線） 0572-23-1111（320） 
     



様式①                           （多治見土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 多治見市立池田小学校 担当教員名 奥田先生 対象学年・人数 ４年生 ６６名 

実 施 日 ６月１日（水） 実施場所 大原川（宝親水公園） 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 多治見市土岐川観察館 

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ  学習内容②：川の水質を知る 

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなってい 

るのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川の

大切さを学んだ。 

川で採取した水の水質（ｐＨ、透視度、ＣＯＤ）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。 

  

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について 

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名称

や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどうや

って生息しているかを学んだ。 

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化等

川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。 

  

【学習結果】 

・  pH   7.0      ・透視度 29cm 

・ 採取した水生生物 12 種類 

カワムツ、カワヨシノボリ、アブラハヤ、オイカワ、  

ミナミヌマエビ、アメリカザリガニ、マシジミ、ウシガ

エル、モクズガニ、コオニヤンマ、ヒラタドロムシ、  

ヒゲナガカワトビゲラ 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 夢中で水生生物を捕まえており、楽しみながら学習す

ることができた。 

・ 写真を用いて、河川にある構造物が命や財産を守る役

割を果たしているということを説明した。 

・ 河川内に深いところが多数あるために、子供たちが近

づかないように努めた。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属： 河川砂防係 氏名：大矢 諭志 電話番号（内線） 0572-23-1111（320） 
     



様式①                           （多治見土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 多治見市立根本小学校 担当教員名 今井先生 対象学年・人数 ４年生 １０１名 

実 施 日 ６月３日（金） 実施場所 大原川 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 多治見市土岐川観察館 

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ  学習内容②：川の水質を知る 

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなってい 

るのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川の

大切さを学んだ。 

川で採取した水の水質（ｐＨ、透視度、ＣＯＤ）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。 

  

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について 

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名称

や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどうや

って生息しているかを学んだ。 

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化等

川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。 

  

【学習結果】 

・  pH   6.5      ・透視度 31.5cm 

・ ＣＯＤ  10 

・ 採取した水生生物 13 種類 

オイカワ、カワムツ、カワヨシノボリ、ドジョウ、タモ

ロコ、メダカ、ミナミヌマエビ、アメリカザリガニ、  

コオニヤンマ、ハグロトンボ、トノサマガエル、ウシガ

エル、カワニナ 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 身近な河川から、生態や水質を判断できることが理解

してもらうことができた。自然環境の大切さを実感し

てもらえたと思う。 

・ 川の危険性について、増水した場合や川で遊ぶ時の注

意点、避難場所の説明を行った。 

 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属： 河川砂防係 氏名：大矢 諭志 電話番号（内線） 0572-23-1111（320） 
     



様式①                           （多治見土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 多治見市立精華小学校 担当教員名 飛騨先生 対象学年・人数 ５年生 １２４名 

実 施 日 ６月１０日（金） 実施場所 大原川 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 多治見市土岐川観察館 

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ  学習内容②：川の水質を知る 

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなってい 

るのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川の

大切さを学んだ。 

川で採取した水の水質（ｐＨ、透視度、ＣＯＤ）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。 

  

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について 

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名称

や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどうや

って生息しているかを学んだ。 

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化等

川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。 

  

【学習結果】 

・  pH   7.0      ・透視度 37.5cm 

・ ＣＯＤ  10 

・ 採取した水生生物 5 種類 

カワヨシノボリ、ミナミヌマエビ、アメリカザリガニ、

ウシガエル、ヒゲナガカワトビゲラ 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 子供たちに魚の捕まえ方をアドバイスでき、嬉々とし

て総合学習に取り組んでおり、川に対して興味や好奇

心をもってもらえたと思う。 

・ 流速が早いところや水深が深いところがあり、足がす

くわれて転倒しないように気を付けた。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属： 河川砂防係 氏名：大矢 諭志 電話番号（内線） 0572-23-1111（320） 
     



様式①                           （多治見土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 瑞浪市立釜戸小学校 担当教員名 山崎先生 対象学年・人数 ５年生 ２８名 

実 施 日 ６月１５日（水） 実施場所 土岐川（駅前大橋） 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 多治見市土岐川観察館 

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ  学習内容②：川の水質を知る 

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなってい 

るのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川の

大切さを学んだ。 

川で採取した水の水質（ｐＨ、透視度、ＣＯＤ）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。 

  

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について 

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名称

や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどうや

って生息しているかを学んだ。 

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化等

川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。 

  

【学習結果】 

・  pH   7.0      ・透視度 53cm 

・ ＣＯＤ  10 

・ 採取した水生生物 10 種類 

カワムツ、カワヨシノボリ、アジメドジョウ、アカザ、

ミナミヌマエビ、アメリカザリガニ、ヒラタドロムシ、

カワトンボ、コオニヤンマ、イジガメ 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 一人一人に時間をかけて生物の捕まえ方等を教えるこ

とができた。 

・ 普段の川と雨が降った後の川の違いや危険性について

説明した。 

・ 土岐川の上流で調査を行ったが、下流との違いについ

て説明した。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属： 河川砂防係 氏名：大矢 諭志 電話番号（内線） 0572-23-1111（320） 
     



様式①                           （多治見土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 瑞浪市立土岐小学校 担当教員名 小栗先生 対象学年・人数 ５年生 ６２名 

実 施 日 ６月１７日（金） 実施場所 土岐川（水辺の楽校） 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 多治見市土岐川観察館 

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ  学習内容②：川の水質を知る 

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなってい 

るのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川の

大切さを学んだ。 

川で採取した水の水質（ｐＨ、透視度、ＣＯＤ）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。 

  

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について 

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名称

や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどうや

って生息しているかを学んだ。 

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化等

川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。 

  

【学習結果】 

・  pH   6.5      ・透視度 34cm 

・ ＣＯＤ  13 

・ 採取した水生生物 14 種類 

カワムツ、カワヨシノボリ、アブラハヤ、カマツカ、  

アカザ、ミナミヌマエビ、コオニヤンマ、カワトンボ、

アメリカザリガニ、アメリカザリガニ、マシジミ、カナ

エトンボ、アメンボ、スッポン 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 一人一人に時間をかけて生物の捕まえ方等を教えるこ

とができた。 

・ 普段の川と雨が降った後の川の違いや危険性について

説明した。 

 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属： 河川砂防係 氏名：大矢 諭志 電話番号（内線） 0572-23-1111（320） 
     



様式①                           （多治見土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 多治見市立南姫小学校 担当教員名 喜多先生 対象学年・人数 ４年生 ４２名 

実 施 日 ６月１７日（金） 実施場所 姫川 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 多治見市土岐川観察館 

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ  学習内容②：川の水質を知る 

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなってい 

るのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川の

大切さを学んだ。 

川で採取した水の水質（ｐＨ、透視度、ＣＯＤ）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。 

  

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について 

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名称

や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどうや

って生息しているかを学んだ。 

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化等

川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。 

  

【学習結果】 

・  pH   6.5      ・透視度 62cm 

・ ＣＯＤ  13 

・  

・ 採取した水生生物 15 種類 

カワムツ、カワヨシノボリ、ドジョウ、タモロコ 

 

 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 小さい川ながら多くの種類の生物がいて夢中で捕まえ

ており、楽しみながら学習することができた。 

・ 子供たちによる川の水質を発表する場では元気に発表

し、聞いている側も興味を持っていた。 

・ 外来生物についての説明を行い、積極的に質問をして

いるところが印象的だった。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属： 河川砂防係 氏名：大矢 諭志 電話番号（内線） 0572-23-1111（320） 
     



様式①                           （多治見土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 多治見市立共栄小学校 担当教員名 三宅先生 対象学年・人数 ３年生 ６５名 

実 施 日 ６月２２日（水） 実施場所 高田川 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 多治見市土岐川観察館 

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ  学習内容②：川の水質を知る 

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなってい 

るのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川の

大切さを学んだ。 

川で採取した水の水質（ｐＨ、透視度、ＣＯＤ）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。 

  

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について 

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名称

や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどうや

って生息しているかを学んだ。 

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化等

川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。 

  

【学習結果】 

・  pH   7.0      ・透視度 37cm 

・ ＣＯＤ  13 

・ 採取した水生生物 16 種類 

オイカワ、カワムツ、カワヨシノボリ、タモロコ、ミナミヌマ

エビ、スジエビ、アメリカザリガニ、サワガニ、コオニヤンマ、

コヤマトンボ、ハグロトンボ、ギンヤンマ、ヒゲナガカワトビ

ケラ、ヘビトンボ、アメンボ、  ヒル 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 流れが穏やかであるために、広い範囲で多くの生物の

採取ができた。 

・ 草木・石のあるところ、陰になっているところなど生

物の生息についても教えることができた。 

・ 外来生物・川の危険性について関心を持って聞いても

らえた。 

 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属： 河川砂防係 氏名：大矢 諭志 電話番号（内線） 0572-23-1111（320） 
     



様式①                           （多治見土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 瑞浪市立瑞浪小学校 担当教員名 林先生 対象学年・人数 ４年生 １３２名 

実 施 日 ６月２２日（水） 実施場所 万尺川 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 多治見市土岐川観察館 

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ  学習内容②：川の水質を知る 

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなってい 

るのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川の

大切さを学んだ。 

川で採取した水の水質（ｐＨ、透視度、ＣＯＤ）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。 

  

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について 

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名称

や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどうや

って生息しているかを学んだ。 

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化等

川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。 

  

【学習結果】 

・  pH   7.0      ・透視度 34cm 

・ ＣＯＤ  13 

・ 採取した水生生物 8 種類 

カワムツ、カワヨシノボリ、オオクチバス、ミナミヌマ

エビ、アメリカザリガニ、コオニヤンマ、カワニナ、  

ウシガエル 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 一人一人に時間をかけて生物の捕まえ方等を教えるこ

とができた。 

・ 普段の川と雨が降った後の川の違いや危険性について

説明した。 

 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属： 河川砂防係 氏名：大矢 諭志 電話番号（内線） 0572-23-1111（320） 
     



様式①                           （多治見土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 多治見市立共栄小学校 担当教員名 上条先生 対象学年・人数 ４年生 ６８名 

実 施 日 ７月１日（金） 実施場所 高田川 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 多治見市土岐川観察館 

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ  学習内容②：川の水質を知る 

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなってい 

るのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川の

大切さを学んだ。 

川で採取した水の水質（ｐＨ、透視度、ＣＯＤ）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。 

  

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について 

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名称

や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどうや

って生息しているかを学んだ。 

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化等

川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。 

  

【学習結果】 

・  pH   7.0      ・透視度 78cm 

・ ＣＯＤ  7 

・ 採取した水生生物 6 種類 

オイカワ、カワムツ、カワヨシノボリ、ミナミヌマエビ、

アメリカザリガニ、コオニヤンマ、 

 

 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 流れが穏やかであるために、広い範囲で多くの生物の

採取ができた。 

・ 草木・石のあるところ、陰になっているところなど生

物の生息についても教えることができた。 

・ 外来生物・川の危険性について関心を持って聞いても

らえた。 

 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属： 河川砂防係 氏名：大矢 諭志 電話番号（内線） 0572-23-1111（320） 
     



様式①                           （多治見土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 多治見市立市之倉小学校 担当教員名 小池先生 対象学年・人数 ４年生 ４５名 

実 施 日 ７月１日（金） 実施場所 市之倉川 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 多治見市土岐川観察館 

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ  学習内容②：川の水質を知る 

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなってい 

るのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川の

大切さを学んだ。 

川で採取した水の水質（ｐＨ、透視度、ＣＯＤ）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。 

  

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について 

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名称

や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどうや

って生息しているかを学んだ。 

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化等

川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。 

  

【学習結果】 

・  pH   7.0      ・透視度 17.5cm 

・ ＣＯＤ  7 

・ 採取した水生生物 10 種類 

オイカワ、カワムツ、カワヨシノボリ、ミナミヌマエビ、

アメリカザリガニ、コオニヤンマ、コヤマトンボ、   

ハグロトンボ、ヒゲナガカワトビゲラ、ガガンボ 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 河川にある構造物が私たちの命や財産を守る役割を果

たしているということを、写真を用いながら説明した。 

子供たちも真剣に話を聞いており、理解してくれたと

思う。 

・ 地域住民の方の見守りがあったために、幅広く生物採

取が行えた。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属： 河川砂防係 氏名：大矢 諭志 電話番号（内線） 0572-23-1111（320） 
     



様式①                           （多治見土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 多治見市立昭和小学校 担当教員名 杉浦先生 対象学年・人数 ３年生 ５５名 

実 施 日 ７月１２日（火） 実施場所 笠原川（土岐川合流点） 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 多治見市土岐川観察館 

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ  学習内容②：川の水質を知る 

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなってい 

るのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川の

大切さを学んだ。 

川で採取した水の水質（ｐＨ、透視度、ＣＯＤ）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。 

  

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について 

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名称

や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどうや

って生息しているかを学んだ。 

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化等

川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。 

  

【学習結果】 

・  pH   7.0      ・透視度 100cm 以上 

・ ＣＯＤ  5 

・ 採取した水生生物 15 種類 

オイカワ、カワムツ、アブラハヤ、カマツカ、カワヨシ

ノボリ、アカザ、メダカ、ミナミヌマエビ、アメリカザ

リガニ、コオニヤンマ、コヤマトンボ、ハグロトンボ、 

ヒゲナガカワトビケラ、ヒラタドロムシ、アメンボ 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 河川工事によって生物の生息環境を損なう可能性はあ

るが、人の命や財産を守るうえで必要不可欠なもので

あることを写真で説明した。 

・ 魚の生態や外来生物、川の危険性についての質問が多

く、多くのことを理解してもらえたように感じた。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属： 河川砂防係 氏名：大矢 諭志 電話番号（内線） 0572-23-1111（320） 
     



様式①                           （多治見土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 瑞浪市立瑞浪小学校 担当教員名 林先生 対象学年・人数 ４年生 １３２名 

実 施 日 ９月２日（金） 実施場所 万尺川 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 多治見市土岐川観察館 

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ  学習内容②：川の水質を知る 

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなってい 

るのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川の

大切さを学んだ。 

川で採取した水の水質（ｐＨ、透視度、ＣＯＤ）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。 

  

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について 

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名称

や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどうや

って生息しているかを学んだ。 

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化等

川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。 

  

【学習結果】 

・  pH   7.0      ・透視度 18.5cm 

・ ＣＯＤ  10 

・ 採取した水生生物 12 種類 

オイカワ、カワムツ、カワヨシノボリ、オオクチバス、

ドジョウ、ミナミヌマエビ、アメリカザリガニ、コオニ

ヤンマ、ウシガエル、カワニナ、アメンボ、マシジミ 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 一人一人に時間をかけて生物の捕まえ方等を教えるこ

とができた。 

・ 普段の川と雨が降った後の川の違いや危険性について

説明した。 

 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属： 河川砂防係 氏名：大矢 諭志 電話番号（内線） 0572-23-1111（320） 
     



様式①                           （多治見土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 多治見市立精華小学校 担当教員名 飛騨先生 対象学年・人数 ５年生 １２４名 

実 施 日 ９月３０日（金） 実施場所 大原川 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 多治見市土岐川観察館 

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ  学習内容②：川の水質を知る 

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなってい 

るのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川の

大切さを学んだ。 

川で採取した水の水質（ｐＨ、透視度、ＣＯＤ）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。 

  

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について 

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名称

や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどうや

って生息しているかを学んだ。 

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化等

川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。 

  

【学習結果】 

・  pH   7.0       

・ ＣＯＤ  7.0 

・ 採取した水生生物 14 種類 

オイカワ、カワムツ、アブラハヤ、カワヨシノボリ、  

ブルーギル、タウナギ、ニゴイ、ミナミヌマエビ、スジ

エビ、アメリカザリガニ、カワニナ、コオニヤンマ、ウ

シガエル、ヒル 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 子供たちに魚の捕まえ方をアドバイスでき、嬉々とし

て総合学習に取り組んでおり、川に対して興味や好奇

心をもってもらえたと思う。 

・ 流速が早いところや水深が深いところがあり、足がす

くわれて転倒しないように気を付けた。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属： 河川砂防係 氏名：大矢 諭志 電話番号（内線） 0572-23-1111（320） 
     



様式①                           （多治見土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 多治見市立南姫小学校 担当教員名 喜多先生 対象学年・人数 ４年生 ４２名 

実 施 日 １０月１２日（水） 実施場所 姫川 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 多治見市土岐川観察館 

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ  学習内容②：川の水質を知る 

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなってい 

るのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川の

大切さを学んだ。 

川で採取した水の水質（ｐＨ、透視度、ＣＯＤ）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。 

  

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について 

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名称

や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどうや

って生息しているかを学んだ。 

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化等

川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。 

  

【学習結果】 

・  pH   6.5      ・透視度 85cm 

・ ＣＯＤ  5 

・  

・ 採取した水生生物 12 種類 

カワムツ、モツゴ、カワヨシノボリ、タモロコ、ドジョ

ウ、ミナミヌマエビ、アメリカザリガニ、コオニヤンマ、

アサヒナカワトンボ、ウシガエル、ツチガエル、カワニ

ナ 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 小さい川ながら多くの種類の生物がいて夢中で捕まえ

ており、楽しみながら学習することができた。 

・ 子供たちによる川の水質を発表する場では元気に発表

し、聞いている側も興味を持っていた。 

・ 外来生物についての説明を行い、積極的に質問をして

いるところが印象的だった。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属： 河川砂防係 氏名：大矢 諭志 電話番号（内線） 0572-23-1111（320） 
     



様式①                           （多治見土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 多治見市立池田小学校 担当教員名 奥田先生 対象学年・人数 ４年生 ６６名 

実 施 日 １０月１４日（金） 実施場所 大原川（宝親水公園） 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 多治見市土岐川観察館 

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ  学習内容②：川の水質を知る 

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなってい 

るのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川の

大切さを学んだ。 

川で採取した水の水質（ｐＨ、透視度、ＣＯＤ）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。 

  

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について 

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名称

や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどうや

って生息しているかを学んだ。 

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化等

川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。 

  

【学習結果】 

・  pH   7.0 

・ ＣＯＤ  13 

・ 採取した水生生物 15 種類 

カワムツ、オイカワ、アブラハヤ、カワヨシノボリ、  

ドジョウ、アカザ、ギンブナ、モツゴ、タウナギ、    

ミナミヌマエビ、スジエビ、アメリカザリガニ、コオニ

ヤンマ、カワニナ、ウシガエル 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 身近な大原川と触れ合うことで、愛着がわき、これか

らも大事にしていきたいという意識を持ってもらえる

ように説明を行った。 

・ 場所によっては水深が深いところもあり、怪我をしな

いように安全確保を行った。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属： 河川砂防係 氏名：大矢 諭志 電話番号（内線） 0572-23-1111（320） 
     



様式①                           （多治見土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 多治見市立南姫中学校 担当教員名 松浦先生 対象学年・人数 １年生 ３９名 

実 施 日 １０月１９日（水） 実施場所 姫川 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

川の現状や川とのふれあい方を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 多治見市土岐川観察館 

学習内容①：川とのふれあい方を学ぶ  学習内容②：川の水質を知る 

水生生物がどんな場所にいるのか、川の形状はどうなってい 

るのか、どんな場所が危険なのかを実際に体験しながら川の

大切さを学んだ。 

川で採取した水の水質（ｐＨ、透視度、ＣＯＤ）を検査し、

同場所で採取した水生生物の種類の両方から、川がどの程

度きれいなのかを学び発表した。 

  

学習内容③：川の生態を学ぶ 学習内容④：川の危険性について 

川で採取した水生生物を種類ごとに分け、個々の生物の名称

や特徴を調べ、身近な川にどんな生き物がどれくらいどうや

って生息しているかを学んだ。 

降雨による増水、川の形状による急な深さや流れの変化等

川に潜む危険、また治水の必要性について学んだ。 

  

【学習結果】 

・  pH   7.0      ・透視度 88cm 

・ ＣＯＤ  13 

・  

・ 採取した水生生物 14 種類 

カワムツ、カワヨシノボリ、タモロコ、ドジョウ、ヌマ

ムツ、メダカ、アメリカザリガニ、コオニヤンマ、ハグ

ロトンボ、ヤゴ、ウシガエル、ミナミヌマエビ、ヒル、

カワニナ 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 小さい川ながら多くの種類の生物がいて夢中で捕まえ

ており、楽しみながら学習することができた。 

・ 子供たちによる川の水質を発表する場では元気に発表

し、聞いている側も興味を持っていた。 

・ 外来生物についての説明を行い、積極的に質問をして

いるところが印象的だった。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

 

記入者 所属： 河川砂防係 氏名：大矢 諭志 電話番号（内線） 0572-23-1111（320） 
     



様式①                           （恵那土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 恵那市立岩邑小学校 担当教員名 知原先生 対象学年・人数 ４年生 ４０名 

実 施 日 ４月１５日（金）、６月２９日(水) 実施場所  岩村ダム、岩村川 

テ ー マ 

「ダム、河川環境を学ぶ」 

ダム及び現在の河川環境を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①： 岩村ダムについての役割を学ぶ 学習内容②：ダム本体の見学 

岩村ダムについて説明し、実際にダムの堤体を見学し、ダ

ムの役割について学んだ。 

ダムの堤体や内部を見学し、どのような構造になっている

のかを学んだ。 

  

学習内容③：岩村川の生態を学ぶ 学習内容④：岩村川の生物から水質を知る 

実際に川に入って、岩村川の水生生物をグループに分かれ

て採取した。さまざまな生物の名称やどれくらい生物がい

るかを学び、岩村川の生態について学習した。 

採取した水生生物の種類分けを行い、様々な生物の名称を

学び、指標生物を集計して。岩村川の水質についてグルー

プ毎に発表してもらった。 

  

【学習結果と考察】 

・確認できたのは、ヘビトンボ、コオニヤンマ、ハグロト

ンボ、ヒゲナガカワトビケラ類、カワニナ類など。 

 

・きれい、ややきれいな水の指標生物が多くいたことから、

岩村川は比較的きれいな水質であると考えられる。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・普段入ることのないダム内部を見学し、岩村ダムの大き

さや役割を体感してもらえたと思う。 

・ダムの役割を学んでもらい、川の安全を守っていること

を知ってもらえたと思う 

・岩村川では積極的に水の中に入り、楽しんでもらえたと

思う。 

 

備  考 ６月２１日 事前打ち合わせ 

岐阜県自然工法管理士（４月１５日 ３人参加、６月２９日 ２人参加） 

記入者 所属：河川係 氏名：田中 伸幸 電話番号（内線） 0573-26-1111（347） 
   



様式①                           （恵那土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 恵那市立大井小学校 担当教員名  古井先生    対象学年・人数 ４年生 ４３名 

実 施 日 ６月２０日（月）、３０日（木） 実施場所  横町川（ 大井小前） 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

カワゲラウォッチングにより横町川の

水質について学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①： 横町川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：カワゲラウォッチング 

水生生物はどんな所に棲んでいるか、どのように捕まえる

のか、どのような場所が危険なのかを学んだ。 

横町川に実際に入り、水生生物の採取を行うことで、川の

特徴を知るとともに、どのような環境にどのような生き物

が生息しているかを学んだ。 

  

 

 

 

 

 

 

 

学習内容③：横町川の生態を学ぶ 学習内容④：川での安全な楽しみ方を学ぶ 

採取した水生生物を種類ごとにわけ、指標生物を集計し、

種類と数を発表することで、身近な横町川にどんな生き物

がどのくらい棲んでいるのかを知ることができた。 

安全に川で楽しむにはどんなことに気を付ければよいの

かを学んだ 

 

 

 

【学習結果と考察】 

・確認できたのは、ハグロトンボ、コオニヤンマ、カワヨ

シノボリ、カワニナ類など 

 

・ややきれいな水の指標生物が多くいたことから、横町川

は比較的きれいな水質であると考えられる。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・男女問わず、川の中に入り生き物を採取する姿が見られ

た。 

・川には深い場所があり、危険があるということを学んで

もらった。 

・川の中に入り、自分たちの安全を守っている護岸などの

構造物を間近に見ることで興味を持ってもらえたと思

う。 

備  考 ６月１４日 事前打ち合わせ 

子ども達から感想の手紙をいただきました。【巻末資料１０１頁掲載】 

岐阜県自然工法管理士（６月２０日 ４人参加、６月３０日 ４人参加） 

記入者 所属：河川係 氏名：田中 伸幸 電話番号（内線） 0573-26-1111（347） 
   



様式①                           （恵那土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 恵那市立大井第二小学校 担当教員名  西尾先生    対象学年・人数 ４年生 ８４名 

実 施 日 ７月６日(水)、７日（木） 実施場所  濁川（筋違橋付近） 

テ ー マ 

「河川環境を学ぶ」 

カワゲラウォッチングにより濁川の水

質について学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①： 濁川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：カワゲラウォッチング 

水生生物はどんな所に棲んでいるか、どのように捕まえる

のか、どのような場所が危険なのかを学んだ。 

濁川に実際に入り、水生生物の採取を行うことで、川の特

徴を知るとともに、どんな場所に生き物が生息しているか

を学んだ。 

  

 

 

 

 

 

 

 

学習内容③：濁川の生態を学ぶ 学習内容④：川の安全な楽しみ方を学ぶ 

採取した水生生物を種類ごとにわけ、指標生物を集計し、

発表することで、身近な濁川にどんな生き物がどのくらい

棲んでいるのかを知ることができた。 

川での安全な遊び方と注意することを学んだ。 

  

【学習結果と考察】 

・確認できたのは、ハグロトンボ、コオニヤンマ、カワヨ

シノボリ、ザリガニ、タニシなど 

・きれいな水ときたない水の指標生物が多くいたことから、

濁川はややきれいな水質であると考えられる。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・男女問わず、川の中に入り生き物を採取する姿が見られ

た。 

・川のふれあい方を学ぶことで、周りの環境について興味

を持ってもらえたと感じた。 

・川の中に入り、護岸などの構造物の役割を説明すること

で興味を持ってもらえたと思う。 

備  考 ６月２２日 事前打ち合わせ 

子ども達から感想の手紙をいただきました。【巻末資料１０２頁掲載】 

岐阜県自然工法管理士（７月６日 ２人参加、７月７日 ４人参加） 

記入者 所属：河川係 氏名：田中 伸幸 電話番号（内線） 0573-26-1111（347） 
   



様式①                           （恵那土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 恵那市立中野方小学校 担当教員名   先生 対象学年・人数  ４年生 １４名 

実 施 日 １１月１１日（金） 実施場所  中野方ダム 

テ ー マ 

 

中野方ダム、中野方浄水場について 

 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 中野方浄水場 

学習内容①： 中野方ダムとは？ 学習内容②：中野方ダムの内部を見学 

中野方ダムの大きさや役割について学び、ダムの大切さを知

った。 

堤体からダム湖を見てもらい大きさを知り、内部を見学し

てどのような構造になっているかを学んだ。 

 

 

学習内容③：中野方浄水場について 学習内容④： 

中野方ダムから送られる水が、どのようにしてきれいになっ

て送られているかを学んだ。 

 

 

 

 

 

 

【学習結果と考察】 

・ 中野方ダムの規模を身近な学校のプールの大きさと比

較して説明したので、ダムの大きさを実感してもらえる

ことができた。 

・ 通常入ることのできない堤体内部に入り、構造や大きさ

を学んでもらえた。 

・ 中野方ダムの水が浄水場に送られ、きれいになって自分

たちの飲料水として送られているかを学んだ。 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ ダムの役割を説明し、ダムが自分たちの住む町の川の

安全を守っていることを知ってもらえたと思う。 

・ ダムの堤体内に入る機会はなかなかないので、貴重な

経験をしてもらえたと思う。 

・ ダムの水が浄水場でどのようにきれいになり、各家庭

に送られているかを学んでもらえたと思う。 

 

 

備  考 岐阜県自然工法管理士（２人参加） 

記入者 所属：河川係   氏名：田中伸幸 電話番号（内線） 0573-26-1111（347） 
      



様式①                           （下呂土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 下呂市立馬瀬小学校 担当教員名 小林先生 対象学年・人数 ３,４年生 １５名 

実 施 日 ６月３日（金） 実施場所 馬瀬川(不動橋) 

テ ー マ 

身近な河川に棲む生き物を採取・調査

し、水質状況を知ることにより水質の

保全・浄化の重要性を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 下呂市役所環境課、飛騨県事務所環境課 

学習内容①： 川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：馬瀬川の生態を学ぶ 

馬瀬川に実際に入って、水生生物の採取を行うことで、川の

特徴を知るとともに、どんな場所に生物が生息しているかを

学ぶことができた。 

採取した水生生物を種類ごとに分け、様々な生物の名称を

知るとともに、どんな生き物がどれくらい生息しているか

を体感することができた。 

  

学習内容③：馬瀬川の水質を知る 学習内容④：川の危険性について 

馬瀬川で採取した水生生物の種類や数を元に馬瀬川の水質

がどうだったかについて取りまとめ、結果発表した。 

降雨による急な増水や流れの変化等川に潜む危険性等に

ついて学んだ。 

  

【学習結果と考察】 

・ 馬瀬川はきれいな水に棲むヒラタカゲロウ類やヘビト

ンボが採取できた。 

・ 水生生物の生息状況、川底の見え方や川底の状態、にお

い等により、とてもきれいな状態が保たれていると考え

られる。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 川の中の子供たちの様子より、自然と触れ合うことの

楽しさが伝わったと思う。 

・ 身近な川への関心が高まり、環境保全への意識啓発に

なればよいと思う。 

備  考 岐阜県下呂市役所環境課（２人参加） 

 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：荒引 圭俊 電話番号（内線） 0576-52-3111（323） 
      



様式①                           （下呂土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 下呂市立宮田小学校 担当教員名 畑中先生 対象学年・人数 ４年生 １６名 

実 施 日 ６月１４日（火） 実施場所 大ヶ洞ダム 

テ ー マ 

住みよいくらしをつくる 

－水はどこから 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①：ダムの役割を学ぶ 学習内容②：実際にダムを見学する 

パワーポイントを使ってダムの目的や役割について、説明し

た。 

実際にダム天端や監査廊内を歩くことによって、ダムの大

きさを体感できた。 

  

学習内容③：ダム湛水池の水質を知る 学習内容④：川の危険性について 

ダム湖を確認して実際に魚が泳いでいる状況やダムの水が

水道に使われていることを学んだ。 

降雨による急な増水や流れの変化等川に潜む危険性等に

ついて学んだ。 

  

【学習結果と考察】 

・ダムが日常生活に果たす役割やその仕組みをまとめること

が出来た。 

・水の重要性を学習、再確認することができた。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ ダムの必要性について理解していただけたと思う。 

・ 身近な川への関心が高まり、環境保全への意識啓発に

なればよいと思う。 

備  考  

 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：荒引 圭俊 電話番号（内線） 0576-52-3111（323） 
      



様式①                           （下呂土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 下呂市立尾崎小学校 担当教員名 梅田先生 対象学年・人数 ４年生 １９名 

実 施 日 ６月１７日（金） 実施場所 山之口川 

テ ー マ 

身近な河川に棲む生き物を採取・調査

し、水質状況を知ることにより水質の

保全・浄化の重要性を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 下呂市役所環境課 

学習内容①： 川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：山之口川の生態を学ぶ 

山之口川に実際に入って、水生生物の採取を行うことで、川

の特徴を知るとともに、どんな場所に生物が生息しているか

を学ぶことができた。 

採取した水生生物を種類ごとに分け、様々な生物の名称を

知るとともに、どんな生き物がどれくらい生息しているか

を体感することができた。 

  

学習内容③：山之口川の水質を知る 学習内容④：川の危険性について 

山之口川で採取した水生生物の種類や数を元に馬瀬川の水

質がどうだったかについて取りまとめ、結果発表した。 

降雨による急な増水や流れの変化等川に潜む危険性等に

ついて学んだ。 

  

【学習結果と考察】 

・ 山之口川はきれいな水に棲むヒラタカゲロウ類やヘビ

トンボが採取できた。 

・ 水生生物の生息状況、川底の見え方や川底の状態、にお

い等により、とてもきれいな状態が保たれていると考え

られる。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 川の中の子供たちの様子より、自然と触れ合うことの

楽しさが伝わったと思う。 

・ 身近な川への関心が高まり、環境保全への意識啓発に

なればよいと思う。 

備  考 岐阜県下呂市役所環境課（２人参加） 

 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：加藤 慶匡 電話番号（内線） 0576-52-3111（323） 
      



様式①                           （下呂土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 下呂市立上原小学校 担当教員名 尾形先生 対象学年・人数 １,２,３年生２０名 

実 施 日 ７月１日（金） 実施場所 輪川(橋戸橋) 

テ ー マ 

身近な河川に棲む生き物を採取・調査

し、水質状況を知ることにより水質の

保全・浄化の重要性を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 下呂市役所環境課 

学習内容①： 川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：輪川の生態を学ぶ 

輪川に実際に入って、水生生物の採取を行うことで、川の特

徴を知るとともに、どんな場所に生物が生息しているかを学

ぶことができた。 

採取した水生生物を種類ごとに分け、様々な生物の名称を

知るとともに、身近な輪川に、どんな生き物がどれくらい

生息しているかを体感することができた。 

  

学習内容③：輪川の水質を知る 学習内容④：川の危険性について 

輪川で採取した水生生物の種類と数についてや、輪川の水質

がどうだったかについて取りまとめ、結果発表した。 

降雨による急な増水や流れの変化等川に潜む危険性等に

ついて学んだ。 

  

【学習結果と考察】 

・ 輪川はきれいな水に棲むヒラタカゲロウ類やヘビトン

ボが採取できた。 

・ 水生生物の生息状況、川底の見え方や川底の状態、にお

い等により、上原小学校付近の輪川はとてもきれいな状

態が保たれていると考えられる。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 自然と触れ合うことにより、子供たちは楽しそうであ

った。 

・ 身近な川のきれいさを知り、環境への関心が高まれば

よいと思う。 

備  考 岐阜県下呂市役所環境課（２人参加） 

 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：小川 浩平 電話番号（内線） 0576-52-3111（322） 
      



様式①                           （下呂土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 下呂市立竹原小学校 担当教員名 大前先生 対象学年・人数 ５年生 ３４名 

実 施 日 ９月２日（金） 実施場所 竹原川 

テ ー マ 

身近な河川に棲む生き物を採取・調査

し、水質状況を知ることにより水質の

保全・浄化の重要性を学ぶ。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 下呂市役所環境課 

学習内容①： 川とのふれあい方を学ぶ 学習内容②：竹原川の生態を学ぶ 

竹原川に実際に入って、水生生物の採取を行うことで、川の

特徴を知るとともに、どんな場所に生物が生息しているかを

学ぶことができた。 

採取した水生生物を種類ごとに分け、様々な生物の名称を

知るとともに、どんな生き物がどれくらい生息しているか

を体感することができた。 

  

学習内容③：竹原川の水質を知る 学習内容④：川の危険性について 

竹原川で採取した水生生物の種類や数を元に馬瀬川の水質

がどうだったかについて取りまとめ、結果発表した。 

降雨による急な増水や流れの変化等川に潜む危険性等に

ついて学んだ。 

 「 

【学習結果と考察】 

・ 竹原川はきれいな水に棲むヒラタカゲロウ類やヘビト

ンボが採取できた。 

・ 水生生物の生息状況、川底の見え方や川底の状態、にお

い等により、とてもきれいな状態が保たれていると考え

られる。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 川の中の子供たちの様子より、自然と触れ合うことの

楽しさが伝わったと思う。 

・ 身近な川への関心が高まり、環境保全への意識啓発に

なればよいと思う。 

備  考 岐阜県下呂市役所環境課（２人参加） 

 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：加藤 慶匡 電話番号（内線） 0576-52-3111（323） 
      



様式①                           （高山土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 高山市立北小学校 担当教員名 樹下先生 対象学年・人数 ４年生 １１７名 

実 施 日 ６月１５日（水） 実施場所 宮川 

テ ー マ 

カワゲラウォッチング 

川の安全利用講習 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 
飛騨県事務所（環境課） 

 

学習内容①：カワゲラウォッチング 学習内容②：指標生物から川の清濁を知る 

宮川に棲む水生生物を採取し、川には多種多様な生物が生息

していることを確認した。 

採取した水生生物を分別し、指標を用いて宮川の水質を調

べた。 

  

学習内容③：パックテストによる川の清濁状況 学習内容④：川の安全利用講習 

パックテストにより川の水の清濁を調べ、ゴミを捨てること

による川への影響を考えた。 

豪雨災害の事例を知り、水難事故に合わないための基本的

な知識を得た。 

  

【学習結果と考察】 

・ 採取された生物やパックテストを通じて宮川の下流域

についての水質を確認した。 

・ 洪水時の川の危険な部分を知り、川で遊ぶ時の注意点を

学習することができた。 

 

 

 

 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ カワゲラウォッチングを通して川で遊ぶことの楽しさ

を知る一方で、川の危険な部分の学習もした。川に対

する興味を失わないでほしい。 

・ ヒルが多く発見され、綺麗だと思っていた宮川が意外

と汚れていることが判明した。今後、生活していくう

えで、川のことも頭において生活してもらえると思う。 

・ 土砂災害、砂防の基本的な知識を身に付けてもらうた

め、パネルやパンフレットを用いて説明した。予知し

にくい災害であるため日頃から意識してほしい。 

備  考 ６月１６日（木）岐阜新聞（飛騨地域版）に記事が掲載されました。【巻末資料１０３頁掲載】 

 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：坂東 照仁 電話番号（内線） 0577-33-1111（382） 
      



様式①                           （高山土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 高山市立宮小学校 担当教員名 田口先生 対象学年・人数 ５年生 １７名 

実 施 日 ６月２０日（月） 実施場所   宮川（宮小学校付近） 

テ ー マ 

カワゲラウォッチング 

川の安全利用講習 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 飛騨県事務所（環境課） 

学習内容①： カワゲラウォッチング（事前授業） 学習内容②：カワゲラウォッチング 

川にはどんな水生生物が生息しているのか、さらにその採取

方法を学んだ。 

宮川の水質について指標となる水生生物を採取し、どのよ

うな生物が生息しているのか学んだ。 

  

学習内容③：指標生物から川の清濁を知る。 学習内容④：パックテストによる川の清濁状況 

採取した水生生物を分別し、指標を用いて宮川の水質を調べ

た。 

パックテストでも川の水が綺麗なことを確かめ、ゴミを捨

てることによる川への影響を考えた。 

  

【学習結果と考察】 

・ 採取された生物やパックテストを通じて宮川下流域に

ついての水質が綺麗であることを確認できた。 

・ 洪水時の川の危険な部分を知り、川で遊ぶ時の注意点を

学習することができた。 

・ 前日から晴れが続いていたため、昨年度から指標生物が

多く生息しており、豊かな川であることが分かったと思

われる。 

 

 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ カワゲラウォッチングを通して川で遊ぶことの楽しさ

を知る一方で、川の危険な部分の学習もした。川に対

する興味を失わないでほしい。 

・ 災害発生時に混乱しないよう保護者の方と一緒に避難

場所や経路を考えてほしいと伝えた。緊急時に少しで

も役に立てるような情報を発信できた講習であった。 

・ 洪水等と違い、土砂災害は予知しにくいことを伝えた。

講習ではパンフレットやパネルを用いて説明した。こ

の講習会をきっかけに土砂災害、砂防に関する知識を

身に付けてほしい。 

備  考 ６月２１日（火）読売新聞に記事が掲載されました。 

 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：坂東 照仁 電話番号（内線） 0577-33-1111（382） 
      



様式①                           （高山土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 高山市立南小学校 担当教員名 横山先生 対象学年・人数 ４年生 ５６名 

実 施 日 ７月７日（木） 実施場所 苔川（岡本橋付近） 

テ ー マ 

カワゲラウォッチング 

川の安全利用講習 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 飛騨県事務所（環境課） 

学習内容①：カワゲラウォッチング 学習内容②：川と触れ合い、川を知る 

苔川に（高山市内中流部）生息する生物を採取し、名前を調

べ、川には多種多様な生物が生息していることを確認した。 

身近な川と触れ合うことで、浅い場所や深い場所での流れ

等を把握し、川の特徴をつかんだ。 

  

学習内容③：指標生物から川の清濁を知る 学習内容④：川の安全利用講習 

採取した水生生物を分別し、指標を用いて苔川の水質を調べ

た。 

豪雨災害の事例を知り、水難事故に合わないための基本的

な知識を得た。 

  

【学習結果と考察】 

・ 比較的汚い川に生息する生物が確認される一方で、綺麗

な川に生息する生物も確認され、多種多様な生態系を確

認できた。 

・ 川における危険個所を知り、川で遊ぶ際の注意点を学ん

だ。 

・ 普段は何気なく渡る苔川でどんな災害があったかを知

ることができた。 

 

 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 生徒たちは嬉々としてカワゲラウォッチングに取り組

んでおり、川に対して興味関心をもってもらえたと思

う。 

・ ヒルが多く発見され、綺麗だと思っていた苔川が意外

と汚れていることが判明した。今後、生活していくう

えで川のことも頭において生活してもらいたい。 

・ 地すべり、土石流の危険性を伝えるとともに、パンフ

レットを渡して住んでいる池や地域の安全性を家族一

緒に考えてもらうよう伝えた。この講習をきっかけに

土砂災害や砂防に興味をもってもらいたい。 

備  考 ７月８日（金）中日新聞（飛騨版）に記事が掲載されました。【巻末資料１０４頁掲載】 

 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：坂東 照仁 電話番号（内線） 0577-33-1111（382） 
      



様式①                           （高山土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 高山市立松倉中学校 担当教員名 下通先生 人数 科学部 １２名 

実 施 日 ７月２２日（金） 実施場所 苔川（岡本橋付近） 

テ ー マ 

カワゲラウォッチング 

川の安全利用講習 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 飛騨県事務所（環境課） 

学習内容①：カワゲラウォッチング（事前授業） 学習内容②：カワゲラウォッチング 

川にはどんな水生生物が生息しているのか、どのように採取

するのか学んだ。 

苔川に（高山市内中流部）棲む生物を採取し、名前を調べ、

川には多種多様な生物が生息していることを確認した。 

 

 

学習内容③：指標生物から川の清濁を知る 学習内容④：模型を用いた土砂災害講習  

採取した水生生物を分別し、指標を用いて苔川の水質を調べ

た。 

模型を使って土石流が及ぼす影響の範囲や砂防設備の重

要性を学んだ。 

 

 

【学習結果と考察】 

・ 比較的汚い川に生息する生物が確認される一方で、綺麗

な川に生息する生物も確認され、多種多様な生態系を確

認できた。 

・ 川における危険個所を知り、川で遊ぶ際の注意点を学ん

だ。 

・ 普段は何気なく渡る苔川でどんな災害があったかを知

ることができた。 

 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 生徒たちは嬉々としてカワゲラウォッチングに取り組

んでおり、川に対して興味関心をもってもらえたと思

う。 

・ ヒルが多く発見され、綺麗だと思っていた苔川が意外

と汚れていることが判明した。今後、生活していくう

えで川のことも頭において生活してもらいたい。 

・ 模型を用いた土砂災害の講習会はわかりやすく活用で

きるならこれからも活用していきたい。 

備  考  

記入者 所属：河川砂防係 氏名：坂東 照仁 電話番号（内線） 0577-33-1111（382） 
      



様式①                           （高山土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 高山市役所 担当教員名 - 対象学年・人数 小学生 ６０名 

実 施 日 ７月２８日(木) 実施場所 宮川・苔川 

テ ー マ 

カワゲラウォッチング 

川の安全利用講習 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 
飛騨県事務所（環境課） 

高山市環境政策部生活環境課 

学習内容①：カワゲラウォッチング 学習内容②：水生生物の調査 

宮川・苔川の計５箇所に分かれ、各流域における水生生物の

採取を行った。 

採取した水生生物を持ち帰り、流域ごとに採取された生物

の名前を確認し、集計作業を行った。 

  

学習内容③：結果発表 学習内容④：川の安全利用講習 

流域ごとに集計したものにより、水質を調べた。どんな生物

がどんな水質に生息しているのか学習した。 

豪雨災害の事例を知り、土砂災害、水難事故に合わないた

めの基本的な知識を得た。 

  

【学習結果と考察】 

・ 流域ごとの調査をおこなうことでどんな場所にどんな

生物が生息しているのか学んだ。 

・ 流域ごとの水質を確認することで、人間の生活が付近の

環境に負荷をかけていることを学んだ。 

 

 

 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 川の綺麗さは流域によってさまざまであるが、平均す

ると比較的綺麗であることが判明した。生徒たちには

これからも水質の維持向上を心掛けてほしい。 

・ 土砂災害についても講習にて住んでいる地域の安全性

や避難ルート等を家族全員で考えてもらうよう伝え

た。小学生にとって砂防を理解する事は難しいが、こ

の講習を通じて土砂災害、砂防に興味をもってもらい

たい。 

備  考 ７月２９日（金）岐阜新聞（飛騨地域版）、７月３０日（土）高山市民時報に記事が掲載されま

した。【巻末資料１０５頁掲載】 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：坂東 照仁 電話番号（内線） 0577-33-1111（382） 
      



様式①                           （古川土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 飛騨市立古川小学校 担当教員名 川合先生 対象学年・人数 ４年生 ８４名 

実 施 日 ６月３０日（木） 実施場所 荒城川（古川小学校付近） 

テ ー マ 

「身近な河川環境」 

 カワゲラウォッチングを通し、河川環

境の保全について理解を深める。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 飛騨県事務所環境課 

学習内容①：荒城川の生態を知る。（カワゲラウォッチング）  学習内容②：川の水質について学ぶ。 

カワゲラウォッチングを行い、荒城川に棲む生物の採取を行

った。指標生物の集計を行うとともに、川の中にどのような

生物がいるか学んだ。 

河川の水、水道水、スポーツドリンク、洗剤水の 4種につ

いて、パックテストによるＣＯＤ比較を行った。普段はき

れいな水もゴミや生活排水によって汚れてしまうことを

学んだ。 

  

学習内容③：川の危険性について学ぶ。 学習内容④： 

川と親しむことの楽しさを知ると同時に、川には危険な側面

もあるため、川に入る際には子供だけではなく大人と一緒に

入るなど、安全面に気を付ける必要があることを学んだ。 

 

 

 

 

 

【学習結果と考察】 

・ きれいな水に棲む生き物を多く発見した一方で、汚い水

に棲む生き物も少数ながら確認した。 

・ スポーツドリンクを混入した荒城川の水でパックテス

トを行うと、普段の荒城川の水より高いＣＯＤ値を示し

た。人が環境に配慮しなければ、川の水質が悪化してし

まうことを学んだ。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ きれいな水に棲む生き物を多く発見したことで、児童

にとって身近な河川である荒城川が、きれいな川であ

ることを認識してもらうことができた。その一方で、

きたない水に棲む生き物も少数ながら確認したこと

で、さらに川をきれいにしていこうという意識を持っ

てもらうことができた 

・ 児童に川で遊ぶ際の注意点等について認識してもらう

ことができた。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（２人参加） 

 

記入者 所属:河川砂防係 氏名：山本 将平 電話番号（内線） 0577-73-2911（263） 
 



様式①                           （古川土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 飛騨市立古川西小学校 担当教員名 杉浦先生 対象学年・人数 ４年生 ４５名 

実 施 日 ７月１日（金） 実施場所  宮川（古川西小付近） 

テ ー マ 

「身近な河川環境」 

カワゲラウォッチングを通し、河川環

境の保全について理解を深める。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 飛騨県事務所環境課 

学習内容①：宮川の生態を知る。（カワゲラウォッチング） 学習内容②：川の水質について学ぶ。 

カワゲラウォッチングを行い、宮川に棲む生物の採取を行っ

た。指標生物の集計を行うとともに、川の中にどのような生

物がいるか学んだ。 

河川の水、スポーツドリンクの 2種についてパックテスト

によるＣＯＤ比較を行った。普段はきれいな水もゴミや生

活排水によって汚れてしまうことを学んだ。 

  

学習内容③：川の危険性について学ぶ。 学習内容④： 

川と親しむことの楽しさを知ると同時に、川には危険な側面

もあるため、川に入る際には子供だけではなく大人と一緒に

入るなど、安全面に気を付ける必要があることを学んだ。 

 

 

 

  

【学習結果と考察】 

・ きれいな水から汚い水に棲む生物まで幅広い生態系が

確認できた。 

・ スポーツドリンクを混入した宮川の水でパックテスト

を行うと、普段の宮川の水より高いＣＯＤ値を示した。

人が環境に配慮しなければ、川の水質が悪化してしまう

ことを学んだ。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ きれいな水に棲む生き物が確認できた一方、汚い水に

棲む生き物も確認したことで、児童にとって身近な河

川である宮川を、さらにきれいな川にしていこうとい

う意識を持ってもらうことができた。 

・ 児童に川で遊ぶ際の注意点等について認識してもらう

ことができた。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（２人参加） 

 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：山本 将平 電話番号（内線） 0577-73-2911（263） 
      



様式①                           （古川土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 飛騨市立神岡小学校 担当教員名 小谷先生 対象学年・人数 ４年生 ４２名 

実 施 日 ７月６日（水） 実施場所 高原川（神岡小学校付近） 

テ ー マ 

「身近な河川環境」 

 カワゲラウォッチングを通し、河川環

境の保全について理解を深める。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 飛騨県事務所環境課 

学習内容①：高原川の生態を知る。（カワゲラウォッチング） 学習内容②：高原川の生態を知る。（採取生物の判別） 

カワゲラウォッチングを行い、高原川に棲む生物の採取を行

った。川の中には様々な生物が生息していることを学んだ。 

高原川で採取した生物の種類を判別して、その生物がどの

ような水質で生息している生物なのかを各水質ごとに集

計した。また、集計結果を発表し、高原川がどのような河

川なのかを考えた。 

  

学習内容③：川の危険性について学ぶ 学習内容④： 

川と親しむことの楽しさを知ると同時に、川には危険な側面

もあるため、川に入る際には子供だけではなく大人と一緒に

入るなど、安全面に気を付ける必要があることを学んだ。 

 

 

 

  

【学習結果と考察】 

・ カワゲラウォッチングの結果、きれいな水に生息するカ

ワゲラ、カゲロウ類が多数採取された。以上の結果から、

神岡小付近の高原川の水質は良好であることが確認で

きた。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 身近に豊かな自然があることを児童に認識してもうと

ともに、環境を守ることの大切さについて知ってもら

うことができた。 

・ 実際に川に入り調査を行うことで、楽しみながら河川

環境について学んでもらうことができた。 

・ 児童に川で遊ぶ際の注意点等について認識してもらう

ことができた。 

備  考 岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：山本 将平 電話番号（内線） 0577-73-2911（263） 
 



様式①                           （古川土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 飛騨市立宮川小学校 担当教員名 坪倉先生 対象学年・人数 ４年生 ８名 

実 施 日 ７月１２日（火） 実施場所 宮川（宮川小学校付近） 

テ ー マ 

「身近な河川環境」 

 カワゲラウォッチングを通し、河川

環境の保全について理解を深める。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 飛騨県事務所環境課 

学習内容①：宮川の生態を知る。（カワゲラウォッチング） 学習内容②：宮川の生態を知る。（採取生物の判別） 

カワゲラウォッチングを行い、宮川に棲む生物の採取を行っ

た。川の中には様々な生物が生息していることを学んだ。 

宮川で採取した生物の種類を判別して、その生物がどのよ

うな水質で生息している生物なのかを各水質ごとに集計

した。また、集計結果を発表し、宮川がどのような河川な

のかを考えた。 

  

学習内容③：川の危険性について学ぶ 学習内容④： 

川と親しむことの楽しさを知ると同時に、川には危険な側面

もあるため、川に入る際には子供だけではなく大人と一緒に

入るなど、安全面に気を付ける必要があることを学んだ。 

 

 

 

  

【学習結果と考察】 

・ カワゲラウォッチングの結果、きれいな水に生息するト

ビゲラ類が多数採取された。以上の結果から、宮川小付

近の宮川の水質は比較的良好であることが確認できた。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 身近に豊かな自然があることを児童に認識してもうと

ともに、環境を守ることの大切さについて知ってもら

うことができた。 

・ 実際に川に入り調査を行うことで、楽しみながら河川

環境について学んでもらうことができた。 

・ 児童に川で遊ぶ際の注意点等について認識してもらう

ことができた。 

備  考 ７月１３日（水）中日新聞（飛騨版）にカワゲラウォッチングおよび安全利用講習の記事が掲載

される。【巻末資料１０６頁掲載】 

岐阜県自然工法管理士（２人参加） 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：山本 将平 電話番号（内線） 0577-73-2911（263） 
   



様式①                           （古川土木事務所 河川砂防課） 

支援学校名 飛騨市立古川西小学校 担当教員名 森越先生 対象学年・人数 ５年生 ５０名 

実 施 日 １１月１１日（金） 実施場所 古川西小学校 

テ ー マ 

「伝統的防災マップを活用した地域防災教育」 

 伝統的防災施設（霞堤・輪中堤）について

学び、地域防災について理解を深める。 

分 類 治水 ・ 環境 ・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関  

学習内容①：伝統的防災施設について学ぶ。 学習内容②：実験により霞堤について学ぶ。 

伝統的防災施設である、霞堤・輪中堤の仕組みや効果を学ん

だ。霞堤が小学校のすぐ近くの宮川にもあることを説明し

た。 

霞堤の仕組みを実感してもらうため、模型を用いて実験を

行った。霞堤の働きにより、水の到達を遅らせることがで

き、その間に避難が可能となることを学んだ。 

  

学習内容③：霞堤を実際に見てみる。 学習内容④：霞堤の重要性について考える。 

実際に近くの霞堤まで行き、この地域にも伝統的防災施設が

あることを知ってもらった。 

講義、実験で学んだことから、わかったことや感じたこと

についてまとめてもらった。 

 

 様式２参照 

【学習結果と考察】 

・ 県内に存在する伝統的防災施設として、霞堤および輪中

堤について、その仕組みと効果について学んだ。 

・ 模型を用いた実験により、霞堤がある場合は、ない場合

に比べて川の水位が上がりにくく、住宅地への洪水の到

達までに時間が稼げることがわかった。 

・ 上記の結果を受けて、児童からは「霞堤があることで、

自分たちの家が守られていることがわかった」等の意見

が出た。 

【土木事務所担当者の所感（当事業の成果等）】 

・ 伝統的防災施設である霞堤が身近にあることを児童た

ちに認識してもらうことができた。 

・ 実験により楽しんで学んでもらうことができた。また、

霞堤の効果について肌で感じることができ、水害から

身を守るためには、先人の知恵である霞堤を残してい

く必要があると知ってもらうことができた。 

備  考 子ども達から感想の手紙をいただきました。【巻末資料１０７頁掲載】 

岐阜県自然工法管理士（１人参加） 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：山本 将平 電話番号（内線） 0577-73-2911（263） 
 



様式①                               （県庁 河川課） 

支援組織名 － 
担当 

教員名 
－ 

対象学年 

及び人数 
１年生～６年生 ４５名 

実 施 日 ７月２７日（水） 実施場所 長良川うかいミュージアム 

テ ー マ 
清流の国ぎふ水環境イベント 

清流長良川を学ぼう！！ 

分 類 治水 ・環境・ 砂防 ・ 安全啓発 

連携機関 

NPO法人長良川環境レンジャー協会、 

長良川漁業協同組合、県水産研究所、 

長良川温泉泊覧会事務局、県水産振興室 

学習内容①：川を学ぼう 学習内容②：洪水と治水を学ぼう 

ライフジャケットの試着体験を通じて、川で安全に遊ぶため

のルールを学ぶ。 

先人の知恵によって造られた霞堤（伝統的防災施設）の仕

組みを模型実験によって学ぶ。 
  

学習内容③：伝統漁法と長良川の生き物を学ぼう  学習内容④：アユを学ぼう 

手投網の実演、体験により伝統漁法を学ぶとともに、長良川

の生き物を学ぶ 

食育や講義を通じてアユの文化を学ぶ 

  

【学習結果と考察】 

・伝統的防災施設が地域を守っていることや伝統漁法、長良

川の生き物について家族で考えるよい機会となった。 

・参加者からは「川のこと、鮎のことを学べてよかった」、

「親子で川の安全な遊び方を学べてよかった」、「模型を使

った実験は分かり易かった」との感想をいただいた。 

【河川課担当者の所感（当事業の成果等）】 

・子ども達に川の役割や防災施設の役割を理解してもらえ

るよう、スライドの他に模型を使用して説明した。 

・各テーマを体験型のプログラムとすることで、参加者の

理解がより深まったと考える。 

・川と人の関わりや、川の危険性について学ぶことが出来

た。 

備  考 

１年生８名,２年生５名,３年生１０名 

４年生１０名,５年生６名,６年生６名 

岐阜県自然工法管理士（３人参加） 

記入者 所属：企画環境係 氏名：藤井 孝和 電話番号（内線） 058-272-1111（3727） 
      



 

巻末資料（様式②） （岐阜土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名  瑞穂市立本田小学校 （ １ ／ １ ） 関連ページ ５ページ 

【新聞記事】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童からの手紙（年賀状）】 

記入者 所属：河川第一係 氏名：松原 光 電話番号（内線） 058-215-0978（2781） 

 

平成２８年６月２８日（火） 中日新聞 岐阜・近郊版 



巻末資料（様式②） （岐阜土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名  岐阜市立早田小学校 （ １ ／ １ ） 関連ページ ６ページ 

【新聞記事】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童からの手紙】 

 

 

記入者 所属：河川第一係 氏名：松原 光 電話番号（内線） 058-215-0978（2781） 

 

平成２８年７月８日（金）  

中日新聞 岐阜・近郊版 



 

巻末資料（様式②） （ 美濃土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名  美濃市立牧谷小学校 （ １ ／ １ ） 関連ページ ２３ページ 

【児童からの手紙】 

 

 

 

 

 

 

 

記入者 所属：河川係 氏名：水野 雅樹 電話番号（内線） 0575-33-4011（323） 

 



 

巻末資料（様式②） （ 美濃土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名  関市立博愛小学校 （ １ ／ １ ） 関連ページ ２４ページ 

【児童からの手紙】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新聞記事】 

 

記入者 所属：河川係 氏名：上野 公彦 電話番号（内線） 0575-33-4011（323） 

 

平成２８年７月２日（土） 岐阜新聞 中濃地域版 



 

巻末資料（様式②） （ 美濃土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名  関市立洞戸小学校 （ １ ／ １ ） 関連ページ ２７ページ 

【児童からの手紙】 

 

 

 

 

 

 

 

記入者 所属：河川係 氏名：上野 公彦 電話番号（内線） 0575-33-4011（323） 

 



 

巻末資料（様式②） （  郡上土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名  郡上市立吉田小学校 （ １ ／ １ ） 関連ページ ３０ページ 

【児童からの手紙】 

 

 

 

記入者 所属：河川係 氏名：辻 篤志 電話番号（内線） 0575-67-1111（344） 

 



 

巻末資料（様式②） （  郡上土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名  郡上市立大中小学校 （ １ ／ １ ） 関連ページ ３１ページ 

【児童からの手紙】 

 

 

 

記入者 所属：河川係 氏名：辻 篤志 電話番号（内線） 0575-67-1111（344） 

 



 

巻末資料（様式②） （ 郡上土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名  郡上市立明宝小学校 （ １ ／ １ ） 関連ページ ３４ページ 

【児童からの手紙】 

 

 

 

 

記入者 所属：砂防係 氏名：伊藤達也 電話番号（内線） 0575-67-1111（341） 

 



 

巻末資料（様式②） （ 郡上土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名  郡上市立和良小学校 （ １ ／ １ ） 関連ページ ３５ページ 

【児童からの手紙】 

 

 

 

 

記入者 所属：砂防係 氏名：伊藤達也 電話番号（内線） 0575-67-1111（341） 

 



 

巻末資料（様式②） （  恵那土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名  恵那市立大井小学校 （ １ ／ １ ） 関連ページ ６６ページ 

【児童からの手紙】 

 

記入者 所属：河川係 氏名：田中伸幸 電話番号（内線） 0573－26-1111（347） 

 



 

巻末資料（様式②） （  恵那土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名  恵那市立大井第二小学校 （ １ ／ １ ） 関連ページ ６７ページ 

【児童からの手紙】 

 

 

記入者 所属：河川係 氏名：田中伸幸 電話番号（内線） 0573－26-1111（347） 

 



 

巻末資料（様式②） （古川土木事務所 河川砂防課 ） 

支援学校名  飛騨市立古川西小学校 （ １ ／ １ ） 関連ページ ８３ページ 

【配布資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童の感想、まとめ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入者 所属：河川砂防係 氏名：山本 将平 電話番号（内線） 0577-73-2911（263） 

 


